
[市指定無形民俗文化財 小国八幡宮弓射神事]
440年以上にわたり小国地区で伝承されている
神事。抜けるような青空の下、五穀豊じょうや
厄よけを祈願して放たれた矢が的に命中する
と、観客から大きな拍手と声援が上がりました。
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周
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記
念
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開
館
五
周
年 

―

【
特
集
】

藤沢周平 氏
本名小菅留治。昭和２年、黄金村大字高坂（鶴岡
市高坂）に生まれました。旧制鶴岡中学校、山形
師範学校を卒業し、湯田川村立湯田川中学校へ教
師として赴任しますが、２年後に肺結核が見付か
り休職。６年間の闘病の後、東京で業界新聞社に
勤務します。仕事の傍ら小説を執筆し、昭和46
年に『溟い海』でオール讀物新人賞を、昭和48
年に『暗殺の年輪』で直木賞を受賞。昭和60年
から平成８年まで直木賞選考委員を務めました。
『用心棒日月抄』『蟬しぐれ』『たそがれ清兵衛』『三
屋清左衛門残日録』『橋ものがたり』『海鳴り』な
ど数々の名作を残します。吉川英治文学賞、菊池
寛賞などを受賞、平成７年紫綬褒章受章。平成９
年に惜しまれながらこの世を去りました。本市で
は名誉市民と同等に遇し「顕彰の記」を贈りました。

鶴岡公園

藤沢周平記念館荘内神社

大宝館 市役所本所

旧致道館
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日
本
を
代
表
す
る
時
代
小
説
家
・
藤
沢
周

平
氏
。
江
戸
時
代
を
舞
台
に
、
北
国
に
あ
る

海
坂
藩
の
下
級
武
士
や
江
戸
の
ま
ち
に
暮
ら

す
庶
民
を
主
人
公
と
し
た
物
語
を
端
正
な
文

体
で
紡
い
だ
作
家
で
す
。

　
四
回
目
の
候
補
作
『
暗
殺
の
年
輪
』
で
直

木
賞
を
受
賞
し
た
と
き
は
四
十
五
歳
で
し
た
。

そ
の
後
も
、
精
力
的
に
執
筆
活
動
を
続
け
、

二
十
余
年
の
作
家
生
活
の
な
か
で
、
長
編
と

短
編
を
合
わ
せ
て
三
百
を
超
え
る
作
品
を
残

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
故
郷
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
作
家
と

し
て
知
ら
れ
、
鶴
岡
や
庄
内
の
歴
史
や
文
化
、

自
然
の
豊
か
さ
な
ど
故
郷
へ
寄
せ
る
思
い
を

エ
ッ
セ
ー
に
記
し
ま
し
た
。
故
郷
に
関
連
す

る
エ
ッ
セ
ー
は
約
七
十
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
藤
沢
作
品
は
映
画
や
テ
レ
ビ
で
た
び
た
び

映
像
化
さ
れ
、
宝
塚
の
演
劇
の
原
作
に
も
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
は
、
英
語
、
中
国
語
、

韓
国
語
、
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
、
国
内
だ

け
で
な
く
世
界
へ
向
け
て
藤
沢
作
品
が
紹
介

さ
れ
、
国
内
外
を
問
わ
ず
幅
広
い
年
代
に
支

持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
藤
沢
氏
を
育
ん
だ
土
壌
と
作
品
の
面
影
に

触
れ
よ
う
と
多
く
の
方
々
が
本
市
を
訪
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
二
年
に
、
藤
沢

作
品
を
味
わ
い
深
め
る
拠
点
「
鶴
岡
市
立
藤

沢
周
平
記
念
館
」
が
、
ご
遺
族
を
は
じ
め
多

く
の
関
係
者
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

鶴
岡
公
園
内
に
開
館
し
ま
し
た
。
記
念
館
で

は
藤
沢
氏
の
作
品
世
界
と
生
涯
を
紹
介
す
る

た
め
、
自
筆
原
稿
や
創
作
資
料
、
愛
用
品
を

展
示
し
、
多
く
の
作
品
を
執
筆
し
た
書
斎
を

移
築
再
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
品
や
テ

ー
マ
に
焦
点
を
当
て
た
企
画
展
や
特
別
展
示
、

講
演
会
や
朗
読
会
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
二
十

三
万
人
を
超
え
る
来
館
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　
四
月
二
十
九
日
に
記
念
館
は
開
館
五
周
年

を
迎
え
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
五
年
間

の
歩
み
と
五
周
年
記
念
特
別
企
画
展
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

藤
沢
周
平
氏
と
藤
沢
周
平
記
念
館

メッセージ

来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
遠
方
の
お
客
様

か
ら
お
手
紙
を
頂
い
た
時
な
ど
、
嬉う

れ

し
く
な

り
「
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
ろ
う
ね
」
と
夫
と

話
を
し
て
い
ま
す
。
記
念
館
の
職
員
も
館
長

を
は
じ
め
皆
、
日
々
コ
ツ
コ
ツ
頑
張
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
日
々
コ
ツ
コ
ツ
は
父
の
仕
事

の
姿
勢
に
繋つ

な

が
る
も
の
で
す
。

　
記
念
館
に
関
わ
る
全
て
の
方
に
感
謝
し
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
記
念
館
に
な
る
よ
う
遺
族
一
同
、

努
力
し
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

― 

五
周
年
を
迎
え
て 

―

　
藤
沢
周
平
記
念
館
が
開
館
し
て
か
ら
、
あ

っ
と
い
う
間
の
五
年
間
で
し
た
。
何
よ
り
も

榎
本
市
長
の
温
か
い
お
気
持
ち
に
支
え
ら
れ

て
の
五
年
間
だ
っ
た
と
今
振
り
返
っ
て
い
ま

す
。

　
開
館
当
初
は
全
て
が
手
探
り
の
状
態
で
し

た
。
運
営
委
員
の
先
生
方
な
ど
多
く
の
方
々

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
蔭か
げ

様
で

今
は
年
二
回
の
企
画
展
や
朗
読
会
、
講
演
会

も
定
着
し
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
お
客
様
に

遠藤展子 氏
藤沢周平氏長女・藤沢周平記念館監修者　

遠藤
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五
年
間
の
取
り
組
み

　
藤
沢
作
品
の
魅
力
を
紹
介
す
る
た
め
、
記

念
館
の
展
示
室
に
は
常
設
と
企
画
の
各
展
示

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
企
画
展
示
コ
ー
ナ

ー
で
は『
蟬
し
ぐ
れ
』『
用
心
棒
日
月
抄
』『
風

の
果
て
』
な
ど
の
代
表
作
や
、「
浮
世
絵
」「
庄

内
の
食
」「
庄
内
の
教
学
」
な
ど
特
定
の
テ

ー
マ
に
関
連
す
る
作
品
を
取
り
上
げ
た
企
画

展
や
特
別
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
企
画
展
等

で
は
自
筆
原
稿
、
執
筆
の
参
考
と
し
て
書
き

込
み
さ
れ
た
旧
蔵
書
、
創
作
メ
モ
を
は
じ
め
、

関
連
資
料
や
郷
土
資
料
を
、
一
回
当
た
り
四

十
〜
五
十
点
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
藤
沢
作
品
へ
の
親
し
み
や
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
藤
沢
氏
に
ゆ
か
り

の
あ
る
著
名
な
方
に
よ
る
講
演
会
や
朗
読
会

を
は
じ
め
、
研
究
者
に
よ
る
文
学
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
気
軽
に
作
品
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
館
内
朗
読
会
や
展
示
解
説
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
作
品
の
舞
台
と
な

っ
た
場
所
を
パ
ネ
ル
で
道
案
内
し
た
り
、
作

品
に
登
場
す
る
「
赤
か
ぶ
漬
け
」
や
「
ご
ま

豆
腐
の
あ
ん
か
け
」
な
ど
の
郷
土
料
理
レ
シ

ピ
を
紹
介
し
た
り
、
作
品
の
背
景
に
描
か
れ

て
い
る
鶴
岡
・
庄
内
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
故
郷
・
鶴
岡
の
先
輩
で
あ
る
藤
沢
氏
の
人

と
な
り
や
作
品
を
学
ぼ
う
と
、
郷
土
学
習
の

一
環
と
し
て
、
地
元
の
児
童
や
生
徒
が
記
念

館
に
訪
れ
ま
す
。
次
の
世
代
に
も
作
品
が
読

み
継
が
れ
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
く
解
説
す

る
学
習
案
内
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

藤沢周平記念館の５年間を振り返る　― 記念館事業の一部を紹介します ―

■来館者20万人達成　遠藤展子氏から
20万人目の来館者へ記念品を贈呈

■平成22年
　４月29日

　
　
　12月３日

■平成23年
　４月20日
　
　
　５月７日
　
　６月25日
　
　
　11月９日

■平成24年
　５月25日 

　10月３日
　

　12月４日

■平成25年
　７月５日

　10月４日
　
　12月20日

■平成26年
　４月10日

　６月６日

　11月７日

■平成27年
　４月３日

開館
開館記念特別企画展〈『蟬しぐれ』
の世界〉開催

第２回企画展〈『春秋山伏記』と庄内〉
開催

開館１周年記念特別企画展〈『用心
棒日月抄』の世界〉開催

来館者10万人達成

第31回東北建築賞（日本建築学会
東北支部）作品賞受賞

第４回企画展〈『義民が駆ける』の
世界〉開催

来館者15万人達成　　  

特別展示〈藤沢作品と庄内〉開催
館内に庄内弁朗読ＣＤコーナー設置

「藤沢作品に登場する庄内の食」レ
シピカード作成

第５回企画展〈藤沢周平と浮世絵〉
開催

来館者20万人達成

特別展示〈藤沢作品と庄内の食〉開
催

ポストカードセット２種類販売開始

第６回企画展〈『風の果て』の世界〉
開催

第７回企画展〈藤沢周平と庄内の教
学〉開催

開館５周年記念特別企画展〈作家 
藤沢周平の誕生〉開催

■開館セレモニー　映画『花のあと』出
演の宮尾俊太郎氏をはじめ関係者による
テープカットを行いました

■再現書斎　展示室には、数多くの作品
が執筆された書斎を移築再現しました

■展示特別解説会　第４回企画展の関連
イベント。作品の題材・天保の国替え騒
動について地元の識者が解説しました

■開館記念特別企画展〈『蟬しぐれ』の
世界〉　企画展や特別展示では特定の作
品やテーマを取り上げ、自筆原稿や創作
資料、郷土資料を展示しました ■朗読会〈『用心棒日月抄』を読む〉　開

館１周年記念特別企画展の関連イベント。
俳優の篠田三郎氏が作品を朗読しました

■講演会〈「橋ものがたり」が私の時代
物の原点だった〉　藤沢作品の文庫表紙
画を手掛ける蓬田やすひろ氏と第５回企
画展監修者の鈴木文彦氏による講演会

■館内朗読会　館内サロンを活用した地
元劇団員によるミニ朗読会
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藤沢周平記念館に
ぜひお越しください

　鶴岡公園の四季を感じながら、展示室やサロ
ンでゆっくりと藤沢作品を楽しむことができま
す。

―記念館の利用案内―
◎所在地　　市内馬場町４番６号（鶴岡公園内）
◎入館時間　午前９時～午後４時30分
◎休館日　　水曜日（休日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始
◎入館料　　大人…320円
　　　　　　高校生・大学生…200円
　　　　　　中学生以下…無料
　　　　　　年間入館券…1,000円

◆企画展図録等　藤沢氏
を紹介する図録や企画展
図録を発刊しています
◆ポストカードセット　記念館オリジナルポス
トカードで「藤沢周平の愛用品」と「庄内の原
風景」を各5枚セットで販売しています
◆サロン　藤沢氏の著作本、関連図書、郷土図
書などを自由に読むことができます。また藤沢
氏の貴重なインタビュー映像を視聴できます
◆朗読ＣＤコーナー　庄内弁が使われている藤
沢作品の朗読を楽しむことができます
◆来館記念スタンプ　藤沢氏が
文鎮として愛用していた刀のつ
ばをモチーフとしたスタンプで
す

開館5周年記念特別企画展（前期）　４月３日○金～10月６日○火

作家 藤沢周平の誕生
　直木賞受賞を「出発点になった」と語った藤沢周平氏には、
その出発点に至るまで、会社勤めの傍ら小説の投稿を続けた修
業時代がありました。このたびの企画展では、直木賞の受賞前
後を中心に、創作活動の一端をうかがうことができる草稿や創
作メモ、旧蔵書を展示し、藤沢氏の作風が確立した昭和51年
頃までの作品を紹介します。

５周年記念特製しおりプレゼント特典
　開館５周年記念特別企画展の開催期間中に、記念館へ
来館し、図録や書籍を購入した方にオリジナルのしおり
をプレゼントします。※しおりは部数限定です。 予告 同企画展（後期）は海坂藩を取り上げます

　藤沢作品の名作『蟬しぐれ』や『隠し剣』シリーズの舞
台となっている海坂藩。江戸時代の庄内地方がモデルとい
われています。海坂藩の世界に触れる企画展を開催します。
■期間　10月９日○金～来年３月29日○火

　書斎がいいですね。藤沢さんの人柄が分かるような気持ちになりま
した。この場所に持って来られた発想がすばらしいと思いました。建
物も大きくなく、控え目に感じました。〈新潟県在住、60代男性〉

　藤沢周平の作品が好きです。特に庄内藩を題材とした小説と、この
地域の風土が合っていて。主人の故郷ですが、ほっと息の付ける時間
を大切にしたいと思います。〈神奈川県在住、70代女性〉

　作品全体のイメージを損ねることのない館内の展示・雰囲気で、と
てもうれしかったです。作品特集の展示も背景を分かりやすく解説し
てあるのにネタバレしすぎず、うまいな！と感じ入りました。〈茨城
県在住、30代女性〉

　鶴岡の食文化の企画展、大変興味深く楽しかったです。藤沢作品の
中での食べ物の扱いを、いつも面白く読んでいます。〈神奈川県在住、
50代女性〉

ご感想ありがとうございます
館内のアンケートに寄せられた来館者の声の一部を紹介します

五
周
年
を
迎
え
て

　
五
周
年
を
迎
え
る
今
年
度
の
企
画
展
の
テ

ー
マ
は
「
作
家 

藤
沢
周
平
の
誕
生
」
と
「
海

坂
藩
」。
い
ず
れ
も
、
藤
沢
氏
と
作
品
を
語

る
上
で
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
企
画
展
の
準

備
を
進
め
る
中
で
発
見
さ
れ
た
資
料
も
あ
り
、

見
応
え
の
あ
る
展
示
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
館
で
は
展
示
等
を
通
し
て
、
小
説
や

エ
ッ
セ
ー
な
ど
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
作
品
の
魅
力
は
一
端
し
か
触
れ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
多
彩
な
作
品
世
界
に
多

く
の
方
が
親
し
め
る
よ
う
、
企
画
展
や
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
開
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年
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今
年
、
藤
沢
周
平
氏
の
作

品
世
界
を
味
わ
い
深
め
る
た
め
に
記
念
館
に

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
来
館

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
問
合
せ　

藤
沢
周
平
記
念
館
☎
29
‐
１
８

８
０

修業時代に投稿した
『蒿里曲』の草稿と
草稿群

直木賞の正賞とし
てもらった時計
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

櫛引 下山添八幡神社　初卯祭

＜下山添八幡神社＞

３月最初の卯（う）の日に行われる初卯祭。厳か
に神事が執り行われ、無病息災、五穀豊じょう
を祈願しました。その後に行われたのが「鬼や

３.４
らい」といわれる伝統行事。参加した地元の子
供たちは、「やっせーがたがた」と唱えながら
柳の枝を床に打ち付け、厄をはらいました。

温海 温海中学校地域学習 しな織体験教室

＜関川しな織センター＞

地元の伝統文化を理解する地域学習の一環で同
校が毎年実施している体験教室。１年生56人
が、関川地区に受け継がれている「しな織」に

２. 26
ついて学びました。織り機を使ったコースター
作りや、手編みでのストラップ作りなどの体験
では、真剣な表情で作業に取り組んでいました。
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鶴岡 鶴岡市合唱祭

テノールの永田峰雄氏とピアニストの松
田祐輔氏をゲストに迎え、市内の合唱団
体が美しい歌声をホールに響かせました。

２. 22

＜中央公民館＞

温海 戸沢の山神迎

「オヤマカセー」。大きな綱とまさかりを
担いで練り歩く若者たち。神社に到着後、
木の枝に綱を結び、豊作を祈願しました。

２. 22

＜戸沢地区＞

羽黒 門前町のおひなさま

手向地区住民の協力の下、門前町に伝わ
る古今雛（ひな）などの雛人形が公開され、
そのみやびな姿が来館者を魅了しました。

３.１
 ～22

＜いでは文化記念館＞

櫛引 スキー・スノーボード ワンメイクエアー大会「TARA JAM」

参加者たちは、豪快にジャンプ台から飛
び出すと思い思いのスタイルで華麗な技
を決め、会場を沸かせていました。

２. 22

＜たらのきだいスキー場＞

鶴岡 絵本読み聞かせボランティア養成講座

東京子ども図書館理事の小関知子氏を講
師に迎え、受講者約80人が絵本の選び
方や読み聞かせのポイントを学びました。

３.１

＜図書館本館＞

藤島 東洋大学社会学部「藤島調査」現地報告会

今年で８年目となる報告会。藤島地域の
課題とその解決策を、テーマごとに調査
研究した学生がその成果を発表しました。

２. 27

＜東田川文化記念館＞
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

山形県議会議員選挙
選挙

■問本所選挙管理委員会事務局☎内線643

■投票に行きましょう
　４月12日○日執行の山形県議会議員選挙の選
挙公報は、４月６日○月以降に各世帯へ配付しま
す。山形県選挙管理委員会HPにも掲載します
のでご覧ください。

地域庁舎での税の手続きは市民福祉課へ
税の窓口

■問本所課税課☎内線201または本所納税課☎内線216へ

　各地域庁舎の税の窓口は、これまでの税務事務室及び
税務担当窓口を廃止し、各地域庁舎市民福祉課に一部を
移管しました。市税の納付、原付・小型特殊自動車の登
録・廃止届等は、これまでと同様に各地域庁舎で手続き
ができます。市・県民税の申告受付会場も変わりません。
税に関する相談やお問合せは、本所課税課及び本所納税
課で受け付けます。

　連休期間中のごみ収集、ごみの分け方・出し方基本ルール
生活・環境

４月29日○水
　…通常収集します

５月４日○月・５日○火・６日○水
　…収集しません

■連休期間中のごみ収集
　本市では、事前に登録して資源回収運動を実施した子供
会、町内会等の団体に対し、資源ごみの回収量に応じて報
奨金を交付しています。回収品目の古紙類には、ティッシ
ュペーパーやお菓子の箱、包装紙、紙袋、封筒、ハガキ、
台紙、紙の芯等の雑がみも含まれます。
ごみの減量と資源のリサイクルにご協力をお願いします

■資源回収運動に参加しましょう

■ごみの分け方・出し方の基本ルール
▷ごみは所属する町内会のごみステーションに、指定され
　た時間までに出してください。他の町内には出せません。
▷「ごみ収集カレンダー」で収集日を確認してください。曜
　日違いのものは収集しません。
▷指定袋以外で出されたものや、分別されていないものは
　収集しません。
▷ごみが多い場合は、数回に分けて出すか、直接各施設に
　持ち込んでください（有料）。
　○もやすごみ
　　…クリーンセンター（市内宝田三丁目）☎22‐2849
　○不燃ごみ
　　…リサイクルプラザ（市内水沢）☎35‐3557

▷商店や飲食店、会社、医院、農林漁業等か
　ら出る「事業系ごみ」はごみステーション
　には出せません。
▷在宅医療に伴うごみは、医療機関・薬局等
　からきちんと指導を受けた「感染性・危険
　性のないもの」だけ「もやすごみ」として
　収集します。
▷ごみの分別について、詳しくは「生活系ご
　みの分け方・出し方」をご覧ください。ご
　家庭にない場合は、市役所本所・各地域庁舎、
　クリーンセンター、各コミュニティセンタ
　ーで差し上げます。

■問廃棄物対策課☎内線677または各地域庁舎市民福祉課へ

　鶴岡市民歌制定委員会公募委員募集
公募

■申本所総務課☎内線313または各地域庁舎総務企画課へ

◎対　象　次の全てに該当する方３人以内（地方公共団体
　の議会の議員及び常勤の公務員を除く）
　▷市内に住所を有する方
　▷今年４月１日現在で満20歳以上の方
　▷平日日中に開催する会議（年数回）に出席できる方

◎申込み　４月１日○水～24日○金に市民歌に関す
　る考え400字程度等を記載した申込書を同課
　へ（詳しくは市HP。申込書は同課で配布する
　ほか、市HPからダウンロードもできます）
※選考結果は５月８日○金まで申込者へ通知。

　鶴岡市民歌の制定に当たり、必要な検討及び協議を行うため、鶴岡市民歌制定委員会を設置します。

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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　より身近な「地域包括支援センター」を目指して
高齢者・介護者支援

■問お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

　地域包括支援センターは、高齢者や介護者等が地
域で安心して暮らせるように支援する総合相談機関
です。地域に身近な機関として市民の皆さんが相談
しやすい体制を作るため、委託再編を計画的に進め

てきましたが、平成26年度をもって鶴岡市地域包
括支援センターを廃止することとなりました。今年
４月からの体制と担当地域は下記のとおりです。

地域包括支援センター名 所在地 電話番号 担当地域
鶴岡市社会福祉協議会地域包括支援センター

本センター 西新斎町14‐26 29‐1626 第六学区、京田、大泉
なえづ支所 ほなみ町３‐１ 25‐9275 第二学区、斎、黄金
おおやま支所 大山三丁目34‐１ 33‐0202 上郷、大山
とようら支所 三瀬字菖蒲田67‐１ 38‐8150 三瀬、由良、小堅
くしびき支所 三千刈字藤掛１ 57‐5300 櫛引
あつみ支所 温海戊577‐１（温海庁舎２階） 43‐2301 温海

地域包括支援センターつくし 馬場町１‐34 29‐1256 第三学区、湯田川、田川
健楽園地域包括支援センター 美原町３‐７ 25‐0888 第一学区、第四学区
永寿荘地域包括支援センター 宝田二丁目７‐29 29‐2900 第五学区、栄
しおん荘地域包括支援センター 湯野浜一丁目19‐28 76‐3762 加茂、湯野浜、西郷
地域包括支援センターふじしま 藤の花一丁目18‐１ 78‐2370 藤島
地域包括支援センターかみじ荘 羽黒町手向字薬師沢198‐３ 62‐2026 羽黒
地域包括支援センターあさひ 熊出字東村157‐２ 58‐1068 朝日

運行経路と運行時刻の一部変更
羽黒地域の路線バス「にこにこバス」

■問羽黒庁舎総務企画課☎内線227

　５月１日○金から、上川代・小増川線では「玉川」を、
今野線では「河原」を新たなバス停として経由します。
これに伴い運行時刻も変更となります。また、４月１日
の各施設改称に伴い、バス停の名称は「広瀬公民館」が
「広瀬地区地域活動センター」に、「四小公民館」が「羽
黒第四地区地域活動センター」に変更となります。詳し
くは、「にこにこバス」内のチラシや市HPをご覧ください。

生活困窮者支援制度
生活福祉／新制度

■問鶴岡地域生活自立支援センター☎29‐1729

　今年４月に生活困窮者の支援制度が始まります。
４月から本所１階に相談窓口を設置（開庁日〈担
当は福祉課〉）しますので、仕事や生活に困って
いる方はご相談ください。相談窓口では、専門の
支援員が相談者に寄り添いながら、一人ひとりの
状況に合わせた支援プランを作成し、他の専門機
関と連携して解決に向けた支援を行います。

消防署温海分署
移転しました

■問消防本部総務課☎22‐8330

　消防署温海分署は、３月２日に
移転し、業務を開始しています。

■新所在地
　〒999‐7204 
　市内湯温海字湯之尻289 
　☎43‐2132
　（電話番号は変更ありません）

鶴岡市交通災害共済の見舞金
請求忘れはありませんか？

■問本所コミュニティ推進課☎内線122または各地域庁舎総務企画課へ

　鶴岡市交通災害共済は、事業
廃止となりましたが、今年３月
31日までの交通事故に対して、
４月１日以降も一定の期間、見
舞金を請求することができます。
　請求期間は、交通事故の発生
した日から18か月ですのでご
注意ください。

■請求に必要な書類等
　１．見舞金請求書
　２．事故発生年度の加入者証
　３．交通事故証明書等
　４．交通災害共済用診断書
　５．口座振込用請求書
　６．印鑑等
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介護保険料・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料
年金からの差引き

　　　　　　　　　　　■問介護保険料………………本所長寿介護課☎内線183または各地域庁舎市民福祉課へ
　　　　　　　　　　　■問国民健康保険税…………本所課税課☎内線205
　　　　　　　　　　　■問後期高齢者医療保険料…本所国保年金課☎内線126または各地域庁舎市民福祉課へ

‐４月以降に受給する年金からの仮徴収（差引き）が始まります‐
　次に該当する方は、４月に平成27年度保険料（税）の仮徴収
が始まります。今回お送りする通知書に記載されている保険料
（税）額は、平成26年度の状況を基に計算した仮の保険料（税）
額です。確定保険料（税）額については７月に改めてお知らせ
します。また、６月以降に新たに年金からの差引きが始まる方
については、年金受給前にお知らせします。

※現在、既に年金からの 
　差引きになっている方は…
　仮徴収額決定の通知書は送付しません
が、引き続き、仮徴収として、原則２月
に差引きされた額と同額を４月・６月・
８月に支給される年金から差引きします。

■４月に新たに仮徴収が始まる方
《介護保険料》

65歳以上の方

　昭和24年４月３日～10月２
日生まれで、新たに年金からの
差引きの対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

《国民健康保険税》

65歳以上75歳未満の方

　世帯主が昭和24年４月３日
～ 10月２日生まれで、新たに
年金からの差引きの対象世帯と
なった方
→３月中に仮徴収額決定通知書
をお送りしています

《後期高齢者医療保険料》

原則75歳以上の方

　平成26年６月１日～10月２
日に後期高齢者医療制度に加入
し、新たに年金からの差引きの
対象となった方
→４月上旬に仮徴収額決定通知
書をお送りします

条件 介護 国保 後期
①差引きの対象となる年金の額が年額18万円以上である ①と②の両方

に該当する方

①～⑤の全て
に該当する方

①～③の全て
に該当する方

②差引きの対象となる年金が借入れ等の担保になっていない
③国民健康保険税または後期高齢者医療保険料のどちらかと、介護保険
　料を足した額が、年金額の半分よりも少ない
④世帯主が国民健康保険の被保険者である
⑤世帯内の国民健康保険被保険者の方全員が65歳以上75歳未満である

■年金からの差引きの対象となる方

介護保険料・国民健康保険税 後期高齢者医療保険料
（後期高齢者医療制度に加入した日）

年金からの差引
きが始まる時期

昭和24年４月３日～10月２日生まれ 平成26年６月１日～10月２日 ➡ 平成27年４月
昭和24年10月３日～12月２日生まれ 平成26年10月３日～12月２日 〃　６月
昭和24年12月３日～昭和25年２月２日生まれ 平成26年12月３日～平成27年２月２日 〃　８月

■年金からの差引きが始まる時期

　国民健康保険税と後期高齢者医療保険料は、年金
からの差引きから「口座振替」による支払いに変更
することができます。希望する方はお問い合わせく

ださい。介護保険料は、年金からの差引きになった
場合は、他の支払い方法に変更することができませ
んのでご了承ください。
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「若者の発想とエネルギーを生かした鶴岡のまちづくり」

鶴岡まちづくり塾の第４期メンバーを募集します
一緒に取り組んでみませんか

■申本所政策企画課内「鶴岡まちづくり塾」事務局☎内線524または各地域庁舎総務企画課へ

■「鶴岡まちづくり塾」をご存知ですか？
　鶴岡まちづくり塾は鶴岡総合研究所の取り組み
として、市民と行政の協働のまちづくりを推進す
るとともに、若者の発想とエネルギーを鶴岡のま
ちづくりに生かすことを目的として平成21年度
から活動を行っているものです。
　メンバーはおおむね20歳～40歳の市民と市職
員の有志で構成され、現在は約90人が在籍して
おり、６つの地域ごとのグループに分かれて特色

ある地域資源を有効活用しながら実践的なまちづ
くり活動を行っています。他にも、市政運営の基
本となる「鶴岡市総合計画実施計画」への施策の
提言や、市内の文化財や地域資源を巡る現地学習
会などを開催しています。
　また、こうした活動を通してメンバーの間に地
域や職域を越えたコミュニケーションの輪が広が
っています。

■「鶴岡まちづくり塾」ではこんな取り組みを行っています

羽黒
グループ

　観光ガイドブック「はちこの皇
子物語り」「松ヶ岡かいこん物語
り」を発刊し、地域の小学校高学
年と市内全小学校の図書館等へ寄
贈しました。

櫛引
グループ

　農・食・手しごとをキーワード
に、丹精込めて作ったものを集め
た「こしゃってマルシェ」を開催。
全３回の開催で計2,300人以上の
来場者がありました。

※このほかにも、まちづくり塾では様々な取り組みを行っています。詳しくは、市HPをご覧ください。

■第４期メンバーを募集します
　鶴岡まちづくり塾では、鶴岡をより一層元気に
するため、ともに活動するメンバーを募集してい
ます。意欲を持って取り組んでくれる方の応募を
お待ちしています。公募期間終了後の途中加入に
ついては、個別にご相談ください。
■応募資格
　▷市内に在住または在勤でおおむね20歳～40
　　歳の方
　▷月１回程度の会議への出席と、仕事や学業等
　　と並行して自主的な活動が可能な方
　▷まちづくりに関心と熱意がある方

■活動期間
　平成27年５月～29年３月
■応募方法
　４月１日○水～21日○火に応募申込書を本所政策
　企画課または各地域庁舎総務企画課へ（応募申
　込書は同課で配布するほか、市HPからダウンロ
　ードもできます）
■選考方法・選考結果の通知
　書類選考後、選考結果を郵送で通知
■その他
　報酬の支給はありません
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健
康

平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
・
特
定 

保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

▼
特
定
健
診　

来
年
３
月
末
ま
で
に
40
歳
以

上
と
な
る
市
国
民
健
康
保
険
（
市
国
保
）
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
へ
受
診

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
か
か
り

つ
け
医
で
の
受
診
を
希
望
し
た
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
に
は
５
月
末
に
送
付
し
ま

す
。

　

受
診
す
る
際
は
受
診
券
と
保
険
証
が
必
要

で
す
（
来
年
３
月
末
で
66
歳
以
上
の
方
は
介

護
保
険
証
も
必
要
）。
別
途
質
問
票
や
人
間

ド
ッ
ク
受
診
券
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
併

せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
で

受
診
す
る
場
合
の
期
間
は
６
月
〜
９
月
で
す
。

５
月
１
日
以
降
に
市
国
保
に
加
入
す
る
方
で
、

特
定
健
診
を
希
望
す
る
場
合
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
特
定
保
健
指
導　

特
定
健
診
の
結
果
、
生

活
習
慣
の
改
善
等
の
必
要
が
あ
る
方
に
対
し
、

健
診
実
施
機
関
ま
た
は
本
市
か
ら
特
定
保
健

指
導
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
が
専
門
的
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
６
、

本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
５
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種

　

定
期
接
種
と
は
、「
予
防
接
種
法
」
に
基

づ
き
実
施
す
る
予
防
接
種
で
す
。
こ
の
制
度

で
は
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
た
こ
と
が
な
い
方
を
対
象
に
、
平
成
30
年

度
ま
で
に
１
人
１
回
、
接
種
の
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。
31
年
度
以
降
は
65
歳
と
な
る
方

の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
高
齢
者
の
死
因
の
第
３
位
で

あ
る
肺
炎
の
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、

法
に
基
づ
く
対
象
者
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

費
用
の
一
部
（
４
、
０
０
０
円
）
を
助
成
し

ま
す
。
対
象
者
に
は
、
接
種
券 （
兼
予
診
票
）

を
送
付
し
ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■対
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
く
、

今
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
方

（
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が
あ
る
方

〈
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〉
も
対
象
）　

■問
健

康
課
☎
内
線
３
７
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

平
日
は
忙
し
く
て
時
間
が
取
れ
な
い
方
等
に 

日
曜
日
が
ん
検
診

■日
①
５
月
31
日
○日
、
②
７
月
５
日
○日
、
③
９

月
６
日
○日　

■
受
付
時
間　

午
前
７
時
30
分

〜
９
時　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

■対
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳
以
上
の

方
で
職
場
の
が
ん
検
診
が
な
い
方
各
回
先
着

40
人　

■内
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検

診
（
原
則
全
て
受
診
）　

■費
１
、
７
０
０
円　

■申
①
４
月
20
日
○月
ま
で
、
②
５
月
27
日
○水
ま

で
、
③
７
月
27
日
○月
ま
で
、
健
康
課
☎
内
線

３
６
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■他
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
に
は
減
免
制
度
あ
り
（
事
前
申
請
必
要
）

荘内病院職員募集（薬剤師）【平成27年８月１日採用予定】
職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■受験資格・募集人員
▷昭和56年４月２日以降に生ま
　れ、薬剤師免許を取得している
　方（若干名）

■試験日時・会場
▷１次試験…５月10日○日午前10
　時（同院）
▷２次試験…１次試験合格者を対
　象に６月上旬実施予定（同院）

■申込み受付
▷４月３日○金～21日○火に、申込
　書を同院総務課へ（郵送の場
　合は21日○火までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続
　きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び市役所本所職
　員課で交付

▷郵便で請求する場合は、封筒の表に
　「試験案内請求」と朱書きし、返信
　用封筒（宛先を明記したＡ４判用の
　角形２号封筒。折り畳んでも構いま
　せん）、140円分の切手、応募職種・
　連絡先を記入したメモを同封して、
　同院総務課（〒997‐8515 市内泉
　町４‐20）へ
▷市HP及び同院HPからダウンロード
　することもできます

日本国内に住む全ての人と世帯を対象とする、５年に一度の国の最も重要な統計調査

平成27年国勢調査 調査員を募集します
調査員募集

■問本所政策企画課☎内線703または各地域庁舎総務企画課へ

■仕事の内容は大きく５つです
①調査員説明会に参加
②担当する地域の確認
③調査についての説明と調査書類の配布
④調査票の回収
⑤調査票の整理と提出

■熱意ある方の応募をお待ちしています
　国勢調査員として調査業務に理解と熱意を持って携わってくれ
る原則20歳以上の方を募集します。国勢調査員の身分は、総務
大臣に任命される非常勤の国家公務員です。業務期間は今年８月
下旬から10月までの予定です。薄謝ですが報酬も支給されます。
　詳しくはお問い合わせください。
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福
祉

民
生
委
員
児
童
委
員
が 

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
３
民
生
区
（
第
三
学
区
）
…
佐
藤
令
子

（
上
畑
町
南
部
）　

▽
朝
日
地
区（
朝
日
地
域
）

…
清
野
美
智
夫
（
主
任
児
童
委
員
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９ 

認
知
症
高
齢
者
等 

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
が
外
出
す
る

と
き
や
介
護
疲
れ
で
休
息
し
た
い
と
き
等
に
、

見
守
り
支
援
員
が
訪
問
し
、
認
知
症
高
齢
者

等
の
見
守
り
や
話
し
相
手
等
を
し
ま
す
。

■対
市
内
在
住
の
認
知
症
高
齢
者
等
（
65
歳
以

上
の
方
ま
た
は
40
歳
〜
64
歳
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
）
で
日
常
生
活
自
立
度
が

Ⅱ
ａ
以
上
の
方　

■時
１
か
月
当
た
り
80
時
間

ま
で　

■費
１
時
間
２
０
０
円
（
生
活
保
護
世

帯
は
無
料
。
利
用
料
は
利
用
時
間
帯
に
よ
っ

て
割
増
し
に
な
り
ま
す
）　

■申
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
・
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
事
前
に
担
当

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
施
術
費
の
一
部
助
成

■対
満
70
歳
以
上
の
方　

■内
市
と
協
定
し
て
い

る
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
等
か

ら
受
け
た
施
術
１
回
に
つ
き
１
、
０
０
０
円

の
助
成
券
を
交
付
（
年
６
枚
、
10
月
以
降

の
申
請
に
つ
い
て
は
年
３
枚
）　

■持
年
齢
を

証
明
で
き
る
も
の
（
保
険
証
・
免
許
証
等
）、

印
鑑　

■申
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
鶴

岡
地
域
で
は
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
も
受
け
付
け
ま
す
（
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
方
へ
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

■対
市
内
在
住
の
、
65
歳
以
上
で
市
民
税
非
課

税
の
方
ま
た
は
40
歳
〜
64
歳
で
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
市
民
税
非
課
税
の
方
で
、
通

院
等
の
際
に
車
椅
子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
専

用
タ
ク
シ
ー
の
利
用
が
不
可
欠
な
方　

■内
医

療
機
関
へ
の
通
院
や
入
退
院
の
た
め
、
リ
フ

ト
付
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
、
１
枚

当
た
り
初
乗
り
運
賃
相
当
額
の
サ
ー
ビ
ス
券

を
月
４
枚
、
年
間
48
枚
を
限
度
に
交
付　

■持

印
鑑　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本

所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す

▼
火
災
警
報
機
・
自
動
消
火
器　

■対
65
歳
以

上
で
市
民
税
非
課
税
の
、
避
難
が
著
し
く
困

難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
（
要
介
護
２

以
上
ま
た
は
認
知
症
自
立
度
Ⅱ
а
以
上
）

▼
電
磁
調
理
器　

■対
65
歳
以
上
で
市
民
税
非

課
税
の
、
心
身
機
能
の
低
下
に
伴
い
防
火
等

の
配
慮
が
必
要
な
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

（
要
支
援
２
以
上
）

▼
共
通　

■持
印
鑑　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

障
害
者
手
帳
の
交
付

　

障
害
の
内
容
、
程
度
に
応
じ
て
各
手
帳
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
交
付
を
受
け
た
い
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
身
体
障
害
者
手
帳　

■対
手
・
足
・
目
・
耳
・

言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能
・
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
小
腸
・
直
腸
・
肝
臓
・

免
疫
等
の
身
体
機
能
に
障
害
が
あ
る
方

▼
療
育
手
帳　

■対
発
達
期
に
知
的
機
能
の
障

害
が
み
ら
れ
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

■対
精
神
の

疾
患
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る
方

▼
共
通　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
既
に

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
手
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
住
所
と
現
住
所
が
異
な
る
方
は
「
居

住
地
変
更
届
」
が
必
要
で
す
。
手
帳
と
印
鑑

を
お
持
ち
の
上
、
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

年
金
・
医
療

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
が
変
更

さ
れ
ま
し
た　

４
月
分
以
降
の
保
険
料
は
月

額
１
万
５
、
５
９
０
円
で
す
（
年
間
保
険
料

は
18
万
７
、
０
８
０
円
）。

▼
保
険
料
の
前
納
制
度
に
つ
い
て　

保
険
料

１
年
分
を
一
括
で
４
月
30
日
○木
ま
で
に
納
付

す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。
納
付
書
で
納
付

す
る
場
合
の
納
付
額
は
18
万
３
、
７
６
０
円

（
３
、
３
２
０
円
割
引
）、
口
座
振
替
で
納
付

す
る
場
合
の
納
付
額
は
18
万
３
、
１
６
０
円

（
３
、
９
２
０
円
割
引
）
で
す
（
６
か
月
分

の
前
納
も
で
き
ま
す
）。

▼
当
月
口
座
振
替
（
早
割
制
度
）
も
お
得
で

す　

そ
の
月
の
保
険
料
を
そ
の
月
の
末
日
に

口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
、
月
額
50
円
割
引

さ
れ
、
保
険
料
は
１
万
５
、
５
４
０
円
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
前
納
・
早
割
制
度
を
利
用

し
た
方
が
、
会
社
等
に
勤
め
た
場
合
や
、
死

亡
し
た
場
合
等
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の

資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
資
格
を
喪
失
し

た
月
以
降
の
保
険
料
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

小
・
中
学
生
に
係
る
子
育
て
支
援
医

療
証
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

本
市
で
は
、
昨
年
７
月
１
日
か
ら
、
全
て

の
小
・
中
学
生
に
対
し
て
外
来
・
入
院
の
区

別
な
く
医
療
費
の
全
額
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
医
療
証
の
交
付
が

必
要
で
す
。
医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
医
療
証
の

適
用
は
申
請
月
の
初
日
ま
で
し
か
遡
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■持
子
供
の
保
険
証
、
扶
養
者
の
印
鑑　

■申
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証
（
身

○

・
子

○

・
親

○

）

を
お
持
ち
の
方
へ

　

福
祉
医
療
で
負
担
し
た
医
療
費
が
高
額
療

養
費
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は
、
市
が
代
理

で
保
険
者
へ
高
額
療
養
費
請
求（
代
理
請
求
）
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を
行
い
ま
す
。
該
当
し
た
場
合
は
、
高
額
療

養
費
代
理
請
求
及
び
受
領
委
任
状
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場

合
は
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
額
の

助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
後
日
、
支
給
申

請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■持
印
鑑
、
領
収
書
、
保
険
証
、
福
祉
医
療
証
、

通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険
で
扶
養

し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）　

■問
本
所
国
保

年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ

税市
税
及
び
保
育
料
の
口
座
振
替
済
通
知
書
を 

希
望
す
る
方
へ
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
26
年
度
中
に
市
税
及
び
保
育
料
を
口

座
振
替
で
納
付
し
た
方
で
、
希
望
す
る
方
に

は
「
口
座
振
替
済
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま

す
（
今
回
〈
26
年
度
〉
分
か
ら
一
斉
送
付
が

廃
止
と
な
り
ま
し
た
）。
納
付
額
の
確
認
用

と
し
て
同
通
知
書
が
必
要
な
方
は
本
所
納
税

課
☎
内
線
２
１
９
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
送

付
時
期
は
４
月
中
旬
で
す
。

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
申

告
が
お
済
み
で
な
い
方
へ

　

申
告
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
税
務
署
へ
、
市
・

県
民
税
申
告
が
必
要
な
方
は
本
所
課
税
課
へ

速
や
か
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
既
に
確
定
申
告
を
し
た
方
で
、
計

算
違
い
や
所
得
・
控
除
の
追
加
が
あ
る
方
は
、

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
確
定
申
告
…
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０

１　

市
・
県
民
税
申
告
…
本
所
課
税
課
☎
内

線
２
０
１

固
定
資
産
税
の
縦
覧
制
度
・

閲
覧
制
度

▼
縦
覧
制
度　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、

自
己
所
有
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
と
他
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
等
を
比
較
で
き
る
よ
う

に
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す　

■対

納
税
者
、
納
税
者
の
代
理
人
、
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
家
族

▼
閲
覧
制
度　

納
税
義
務
者
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
閲
覧
し
、
自
己
の

資
産
に
つ
い
て
登
録
さ
れ
た
内
容
を
確
認
で

き
ま
す
。
借
地
人
・
借
家
人
も
借
用
物
件
に

つ
い
て
確
認
で
き
ま
す　

■対
納
税
義
務
者
、

納
税
義
務
者
と
同
一
世
帯
の
家
族
、
納
税
管

理
人
、
借
地
人
・
借
家
人
、
こ
れ
ら
の
代
理

人
等

▼
共
通　

■日
４
月
１
日
○水
〜
６
月
１
日
○月　
　

■場
本
所
課
税
課
及
び
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課　

■費
無
料
（
た
だ
し
課
税
台
帳
の
写
し
の

交
付
は
有
料
）　

■持
免
許
証
等
（
代
理
人
は

委
任
状
、
借
地
人
・
借
家
人
は
契
約
書
等
が

必
要
）　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
７

生
活

４
月
の
検
針
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー

委
託
検
針
員
が
替
わ
り
ま
す

■
変
更
地
区
・
検
針
員　

温
海
地
域
（
湯
温

海
、
湯
之
里
、
温
海
、
鈴
、
暮
坪
、
五
十
川
、

安
土
、
山
五
十
川
、
戸
沢
、
温
海
川
、
菅
野

代
）
…
佐
藤
由
美　

■問
上
下
水
道
部
総
務
課

☎
23
‐
７
６
０
９　

■他
他
の
地
区
の
検
針
員

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

浄
化
槽
を
設
置
・
交
換 

す
る
方
へ

▼
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
へ
の
補
助　

今
年
度
、
鶴
岡
地
域
、
羽
黒
地
域
の
対
象
区

域
に
合
併
浄
化
槽
（
５
人
槽
〜
10
人
槽
）
を

設
置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

▼
合
併
浄
化
槽
に
交
換
す
る
方
へ
の
補
助

対
象
区
域
に
お
い
て
、
単
独
浄
化
槽
・
汲く

み

取
り
便
槽
を
合
併
浄
化
槽
に
交
換
す
る
方
に
、

山
形
県
浄
化
槽
水
環
境
保
全
推
進
事
業
に
基

づ
く
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

▼
排
水
設
備
工
事
を
行
う
方
へ
の
補
助　

対

象
区
域
に
お
い
て
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す

る
に
当
た
り
、
排
水
設
備
工
事
（
既
設
の
汲

み
取
り
便
所
の
改
造
ま
た
は
既
設
の
単
独
浄

化
槽
の
廃
止
を
伴
う
も
の
に
限
る
）
を
行
う

方
に
補
助
金
ま
た
は
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
利

子
補
給
金
の
交
付
を
行
い
ま
す

▼
共
通　

■
対
象
区
域　

公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
・
漁
業
集
落
排
水
処
理
計
画
区

域
を
除
く
区
域　

■申
鶴
岡
地
域
・
羽
黒
地
域

の
方
…
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０　

そ
の

他
の
地
域
の
方
…
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎

25
‐
５
８
６
０　

■他
い
ず
れ
も
予
算
の
上
限

に
達
し
次
第
終
了
と
な
り
ま
す

下
水
道 (
公
共
・
集
排)

・
市
設

置
型
浄
化
槽
を
ご
使
用
の
方
へ

▼
井
戸
水
・
温
泉
水
な
ど
、
水
道
水
以
外
の

水
を
使
用
し
て
い
る
方
は
届
出
が
必
要
で
す

　

水
道
水
以
外
の
水
を
下
水
道
等
へ
排
除
す

る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
や
、
井
戸
水
等
の
給

水
設
備
を
変
更
し
、
下
水
道
等
へ
の
排
水
に

変
更
が
生
じ
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
計
測
装
置
（
メ
ー
タ
ー
）
を
取
り

付
け
て
い
な
い
場
合
で
、
使
用
人
数
等
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
。

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

町
内
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

町
内
会
（
自
治
会
・
住
民
会
等
）
は
、
同

じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
助
け
合
い
、安
全
・

安
心
で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
を
維
持
し
て

い
く
大
切
な
組
織
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
や
清
掃
、
防
犯
灯
の
管
理
及
び
広
報

の
配
付
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い

の
町
内
会
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
連
絡
先
な
ど
が
不
明
な
場
合
は
、
本

所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２
０
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

紙
お
む
つ
等
購
入
費
助
成
事
業
で
紙
お
む

つ
を
配
達
す
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
要
件　

▽
鶴
岡
市
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
し
所
在
区
分
が
市
内
ま
た
は
準
市
内

で
あ
る
こ
と　

▽
紙
お
む
つ
等
排
せ
つ
関
連

用
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業
所
で
あ
る
こ

と
（
紙
お
む
つ
と
尿
と
り
パ
ッ
ド
の
取
扱
い

は
必
須
）　

▽
市
内
一
円
に
配
達
可
能
で
あ

る
こ
と　

■
業
務
開
始　

９
月
配
達
分
か
ら　
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■申
５
月
15
日
○金
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内

線
１
９
３
へ

新
入
学
児
童
・
園
児
の 

交
通
事
故
防
止
強
化
旬
間

　

子
供
の
交
通
事
故
防
止
と
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
運
動
の
基
本
に
、
４
月
６
日
○月
〜

15
日
○水
の
10
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

新
入
学
児
童
・
園
児
は
交
通
ル
ー
ル
や
通

学
路
に
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
安
全
確
認
」
を
心
掛
け
、
子
供
た
ち

を
見
守
る
と
と
も
に
、
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
で
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

山
菜
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

春
の
山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

出
掛
け
る
前
に
次
の
こ
と
を
確
認
し
、
遭
難

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
て
出
発
す
る　

▽
携

帯
電
話
等
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る　

▽
道

に
迷
っ
た
ら
む
や
み
に
動
き
回
ら
な
い　

▽

早
く
出
掛
け
て
早
く
帰
る

　

な
お
、
ダ
ニ
を
媒
介
と
す
る
新
た
な
感
染

症
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
に
入
る
際
は
長
袖
を
着
用
す
る
な
ど
肌
を

露
出
し
な
い
服
装
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

「
も
う
い
い
か
い 

火
を
消
す
ま
で
は 

ま
あ
だ
だ
よ
」 

春
の
火
災
予
防
運
動

　

４
月
９
日
○木
〜
22
日
○水
の
２
週
間
、
住

宅
防
火
対
策
の
推
進
等
を
重
点
目
標
に
掲

げ
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。
詳
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐

８
３
３
２
へ
。

農
商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化
相

談
窓
口
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

本
市
で
は
、
市
内
農
林
漁
業
者
・
商
工
業

者
等
で
農
商
工
観
連
携
及
び
６
次
産
業
化
に

取
り
組
む
意
欲
あ
る
方
々
の
相
談
に
応
じ
、

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
の
「
食
文
化
創
造
都

市
・
鶴
岡　

農
商
工
観
連
携
・
６
次
産
業
化

相
談
窓
口
」
を
本
所
農
政
企
画
室
・
商
工
課
、

各
地
域
庁
舎
産
業
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
６
次
産
業
化
に
関
連
す
る
施
策
等

の
情
報
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
、
農

業
者
向
け
の
研
修
会
等
の
情
報
を
配
信
す
る

「
つ
る
お
か
・
ア
グ
リ
メ
ー
ル
」（
配
信
登
録

は
随
時
募
集
）
に
つ
い
て
、
市
HP
「
産
業
・

経
済
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■問
本
所
農
政
企
画
室
内
「
つ
る
お
か
農
商
工

観
連
携
総
合
推
進
協
議
会
」
☎
内
線
５
８
８
、

本
所
商
工
課
☎
５
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

産
業
課
へ

地
球
環
境
に
優
し
い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン 

ゴ
ー
ヤ
の
種
と
栽
培
用
ネ
ッ
ト
無
料
配
布

■日
４
月
23
日
○木
午
前
9
時
〜
10
時
30
分
（
な

く
な
り
次
第
終
了
。
予
約
不
可
）　

■場
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー　

■対
市
民
、
市
内
事
業
所

■内
ゴ
ー
ヤ
の
種
20
粒
（
２
０
０
袋
）
と
栽
培

用
ネ
ッ
ト
（
3
ｍ
〜
5
ｍ
四
方
の
廃
魚
網

〈
１
０
０
個
〉）
の
セ
ッ
ト
、
ま
た
は
種
の
み　

■問
本
所
環
境
課
内
「
環
境
つ
る
お
か
推
進
協

議
会
」
☎
内
線
７
１
９　

■他
配
布
数
量
に
達

し
な
か
っ
た
場
合
は
同
課
（
本
所
６
階
）
で

配
布
し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

野
焼
き
は
法
律
で 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
と
は
、
廃
棄
物
等
を
屋
外
で
燃
や

す
行
為
で
、
焼
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
量

の
煙
や
臭
い
が
発
生
し
、
近
隣
の
生
活
環
境

に
支
障
を
来
た
し
ま
す
。
違
法
に
焼
却
す
る

と
懲
役
ま
た
は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
で
の
焼
却
、

基
準
に
合
わ
な
い
焼
却
炉
の
使
用
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
を
見
掛
け
た
場
合
は
本
所
環
境
課

☎
内
線
７
１
９
ま
た
は
消
防
本
部
通
信
指
令

課
☎
22
‐
８
３
２
１
へ
。

ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
巣
立
ち
し
て
間
も

な
い
幼
鳥
を
見
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

親
鳥
が
近
く
に
い
る
た
め
、
救
護
を
し
な
い

で
そ
の
ま
ま
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
巣
か
ら

落
ち
た
ヒ
ナ
も
同
様
で
す
。
詳
し
く
は
本
所

農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
課
へ
。

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

５
月
４
日
○月
の
祝
日
「
み
ど
り
の
日
」
は
、

国
民
が
自
然
に
親
し
む
と
と
も
に
、
そ
の
恩

恵
に
感
謝
し
豊
か
な
心
を
育
む
日
で
す
。
４

月
15
日
○水
〜
５
月
14
日
○木
は
「
み
ど
り
の
月

間
」
と
し
て
、
全
国
で
「
緑
の
募
金
」
活
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
募
金
は
、
森
づ
く

り
や
街
の
緑
づ
く
り
、
学
校
の
緑
化
活
動
等

に
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
緑
化

活
動
を
行
う
団
体
へ
の
交
付
金
制
度
に
よ
る

助
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
本
所

農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
課
へ
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
春（
４

月
〜
６
月
）に
受
け
ま
し
ょ
う

　

飼
い
主
に
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
４
月
・
５
月
に
全
地
域
で
集
合
注
射
会
場

を
設
け
ま
す
（
注
射
料
金
３
、
２
０
０
円
）

登
録
済
み
の
方
に
は
３
月
末
に
案
内
ハ
ガ
キ

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
日
時
・
会
場
等
は
案

内
ハ
ガ
キ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
都
合
に
合

わ
せ
て
ど
の
会
場
で
も
注
射
を
受
け
ら
れ
ま

す
（
会
場
等
詳
細
は
市
HP
「
暮
ら
し
・
環
境
」）

▼
犬
を
飼
う
場
合
は
市
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
（
新
規
登
録
料
金
３
、
０
０
０
円
）　

注

射
会
場
で
も
新
規
登
録
や
登
録
事
項
の
変
更

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
他
市
町
村
か
ら
転
入

し
た
方
は
、
前
所
在
地
で
の
鑑
札
を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
（
鑑
札
を
な
く
し
た
方
は
別

途
１
、
６
０
０
円
が
必
要
）

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
・
新
規
登
録
は
動
物
病

院
で
も
行
え
ま
す　

案
内
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち

の
上
、
個
別
に
お
受
け
く
だ
さ
い
（
料
金
は

各
動
物
病
院
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

▼
共
通　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内

線
３
６
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ　

■他
必
ず
犬
を
制
御
で
き
る
方
が
リ
ー
ド

等
で
つ
な
ぎ
、
ふ
ん
尿
の
後
始
末
が
で
き
る

よ
う
準
備
を
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
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103

ユネスコ食文化創造都市・鶴岡を世界へ

文化庁文化芸術創造都市振興室長。同志社大学経済学部特別
客員教授、大阪市立大学特任教授。「創造都市」研究の第一
人者。国内外の創造都市や創造経済に関する研究を進めなが
ら、創造都市ネットワーク日本の顧問を務めるなど、創造都
市ネットワークの推進に尽力。ユネスコ創造都市ネットワー
ク加盟認定記念式典の講師として来鶴。愛知県出身。

佐
さ さ き

々木 雅
ま さ ゆ き

幸 さん

記念講演の様子（２月15日／グランドエル・サン）

 「創造都市」とは「市民一人ひとりが創造的に働き、
暮らし、活動するまち」のことです。平成７年頃、
金沢大学で都市や文化と経済の関係について研究を
していたとき、ヨーロッパの地方都市をモデルとす
る「創造都市」という考え方に出会いました。以来、
約20年にわたり研究を進めています。平成16年に
ユネスコが、文学や食文化など７つの分野で創造都
市ネットワークを創設しました。国内でも加盟への
機運が高まっていることから、各地を訪れ加盟認定
やネットワーク化へ向けたお手伝いをしています。
　昨年12月に鶴岡市が、創造都市ネットワーク食
文化分野で国内初の加盟認定という、意義深い成果
を出されました。多くの方々の活動が実り、私も大
変うれしく思います。鶴岡は在来作物や伝統料理が
豊富で、１年を通して多様な食文化を楽しむこと

ができますよね。また、在来
作物の創作料理が提供された
り、在来作物を守り育てる農

家のドキュメンタリー映画が制作されたりと、食を
柱とした文化産業が展開されつつあります。農業も
創造的な産業として可能性があります。これらが、
食文化創造都市としての鶴岡の特徴だと思います。
　今回の訪問では外国の方と一緒に、羽黒山で精進
料理を頂きました。冬の清らかな雰囲気の中で、印
象深い体験をすることができました。この地ならで
はの精神文化や食文化を観光に結び付け、世界の創
造都市へＰＲしてみてはいかがでしょうか。鶴岡へ
の理解も深まり、創造都市間の交流が進むことにも
つながると思います。
　ユネスコの世界遺産は登録がゴールですが、創造
都市ネットワークは加盟認定がスタートです。皆さ
んの力で鶴岡の食文化を発展させながら、子供たち
に食育を通して伝えるなど、次の世代へつなげても
らいたいです。そして、鶴岡の取り組みが国内だけ
でなく世界にも広がり、創造都市ネットワークの発
展に大きな役割を果たされることを期待します。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

側
溝
の
泥
上
げ
に
つ
い
て

　

私
は
鶴
岡
地
域
の
市
街
地
に
住
む
者

で
す
。
毎
年
春
に
、
町
内
会
で
側
溝
清

掃
を
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
の
た
め
作

業
が
大
変
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
市
道
の
維
持
管
理
は
市
が
行
う
べ

き
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

行
政
と
市
民
の
協
働
で
環

境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う

　
鶴
岡
地
域
の
市
街
地
で
は
、
毎
年
４

月
に
道
路
清
掃
や
側
溝
の
泥
上
げ
な
ど

春
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
道
の
維
持
管
理
は
、
道
路
管
理
者

で
あ
る
市
が
本
来
行
う
も
の
で
す
。
し

か
し
、
住
宅
地
内
の
生
活
道
路
の
清
掃

や
側
溝
の
泥
上
げ
作
業
な
ど
を
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
か
ず
に
市
が

全
て
行
っ
た
場
合
、

多
額
の
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
自
ら

が
主
体
的
に
取
り

組
む
生
活
環
境
整

備
は
、
住
民
の
環

A

側溝清掃の様子

Q
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　ワテック株式会社は、国内で初めてＣＣＤカ
メラ※の小型化とその量産化に成功した会社です。
同社が川崎市で創業を始めた昭和62年頃、ＣＣ
Ｄカメラは大手家電メーカーが製作する大型のも
のが主流でした。他社との差別化を図るため、独
自で電子回路の設計と感度増幅技術の開発に着手。
試行錯誤の末、従来型に比べ大きさは４分の１、
重さは８分の１、価格は20分の１で、暗闇でも
はっきりと映像を映し出すことができる、小型で
高感度のＣＣＤカメラの商品化を実現しました。
　創業当初はベンチャー企業だったこともあり、
知名度よりも技術力で勝負できる海外市場に狙い
を定めました。試作品をアメリカの展示会に出品
したところ、性能の高さが大きな反響を呼び、セ
キュリティ事業を中心に需要を獲得します。
　その後、平成２年に山形工場を東根市に設立し、
平成８年に首都圏でなくても海外との取引はでき
るとの考えから、創業者・五十嵐重美氏の出身地
である鶴岡市へ本社を移転します。現在では、販
売先の約８割を海外が占め、欧州やアジア、北米

などを中心に、世界
65か国と取引を行
うグローバル企業と
なりました。
　同社製品の特徴は、
世界一といわれる高
い感度と、厳しい環
境の中でも動作する
高い信頼性です。そ

のため銀行、美術館、大使館、鉄道、警察、デパ
ートなどで利用される治安・防犯用監視カメラを
はじめ、工場で製品計測や検査を行う生産管理カ
メラ、人工衛星用カメラ、天体観測用カメラ、医
療用カメラ、スポーツ競技用カメラなど多岐にわ
たり活用されています。また、注文数が少ない、
開発が難しいなどの特注品の開発にも取り組み、
同社の生産数の大半はカタログにない特注品が占
めています。
　このような製品展開を支えているのは、顧客の
要望に応じて製品を作り上げる、技術力と営業力
です。顧客の注文に対して「『そのような製品は
ありません』とは決して言いません」と、同社社
長の五十嵐重人さん。社員が本気で面白いと思う
ことを、失敗も体験させながら積極的に取り組ま
せる人材育成にも力を入れ、必要な製品を必要な
ときに提供できる会社づくりを目指しています。
　スマートフォンやドライブレコーダーなど生活
の身近なところで、小型のカメラが利用され、今
後も一層普及していくことが予測されています。
高齢者の見守りや犯罪の防止など、社会の安心・
安全を見守る役割を、より小型で高感度のカメラ
が果たすことも期待されています。このような将
来を見据えた製品開発に取り組み「大きな利益よ
りは長く事業が継続できることを重視したい」と、
五十嵐さんは今後の経営方針を語ってくれました。

※ＣＣＤカメラ…光の明暗を電流の強弱に変換す
る半導体素子（電荷結合素子）を利用したカメラ。

隔月連載

鶴岡が誇るものと技
鶴岡発の優れた技術やこだわりの逸品。その魅力や今後の展望を紹介します。

第７回　小型高感度ＣＣＤカメラ　～世界が注目する技術～

MADE in TSURUOKA

■問合せ／本所商工課☎25‐2111内線593

境境境
高高高高高高高社長の五十嵐重人さん

境
美
化
に
対
す
る
意
識
高
揚
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本

市
で
は
、
行
政
と
市
民
の
協
働
の
取
り

組
み
と
し
て
、
町
内
会
等
を
主
体
と
す

る
道
路
の
清
掃
作
業
や
側
溝
の
泥
上
げ

作
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
皆
さ
ん
が
協
力
し
合
っ
て

　

側
溝
の
蓋
を
開
け
る
作
業
や
泥
上
げ

作
業
な
ど
、
高
齢
の
方
に
と
っ
て
は
重

労
働
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

合
い
、
力
仕
事
と
軽
作
業
の
役
割
分
担

な
ど
の
工
夫
も
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
一
環
と
し
て
生
活
環
境
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
本
市
で
は
、
側

溝
の
蓋
を
開
け
る
器
具
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
深
い
側
溝
や
集
水
ま

す
、
暗
渠き

ょ

管
な
ど
の
清
掃
が
困
難
な
場

所
に
つ
い
て
は
、
業
者
派
遣
等
の
支
援

を
検
討
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
町

内
会
等
を
通
じ
て
、
本
所
土
木
課
☎
内

線
４
９
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
快
適
で
安
全
な
暮
ら
し
へ

　

側
溝
に
泥
が
堆
積
す
る
と
、
排
水
が

滞
留
し
、
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
源
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
側
溝
が
あ
ふ
れ
や
す

く
な
り
道
路
が
冠
水
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
清
掃
活
動
は
快
適
で
安
全
な
暮

ら
し
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
本
所
土
木
課
〉
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催
し

温
海
の
特
産
品
が
並
ぶ 

あ
つ
み
温
泉
名
物
「
朝
市
」

■日
４
月
１
日
○水
〜
11
月
30
日
○月
午
前
５
時
30

分
〜
８
時
30
分　

■場
あ
つ
み
温
泉
朝
市
広
場　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

致
道
博
物
館 

真
嶋
北
光
・
元
枝 

日
本
画
二
人
展

■日
４
月
１
日
○水
〜
23
日
○木
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分　

■場
・
■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

上
下
水
道
部
構
内
に
あ
る
資
料
館
で
水
道
事
業
の
歴
史
を
学
ぼ
う 

水
道
資
料
館
が
開
館
し
ま
す

■日
４
月
１
日
○水
〜
11
月
30
日
○月
午
前
10
時
〜

午
後
４
時　

■場
・
■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎

23
‐
７
７
３
１

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部 

大
人
・
こ
ど
も
囲
碁
入
門
教
室

■日
４
月
４
日
○土
・
11
日
○土
・
18
日
○土
・
25
日

○土
午
後
３
時　

■場
鶴
岡
囲
碁
ク
ラ
ブ

ス
テ
ラ
の
会 

星
を
見
る
会 

「
皆
既
月
食
と
惑
星
を
見
よ
う
」

■日
４
月
４
日
○土
午
後
７
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■内
解
説
、観
望（
天
気
に
よ
っ
て
中
止

の
場
合
あ
り
）　

■費
１
家
族
１
０
０
円　

■持

懐
中
電
灯　

■問
松
永
☎
０
９
０
‐
７
５
６
１

‐
８
１
０
７　

■他
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト 

お
茶
会
プ
ラ
ス

■日
４
月
12
日
○日
午
前
10
時　

■場
中
央
公
民
館　

■費
５
０
０
円　

■申
４
月
８
日
○水
ま
で
お
ん
が

く
ハ
ウ
ス
☎
23
‐
０
３
７
０
へ

「
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」の
鶴
岡
公
園 

鶴
岡
桜
ま
つ
り

■日
４
月
中
旬
〜
下
旬　

■問
本
所
観
光
物
産
課

☎
内
線
５
６
６
（
露
店
の
出
店
期
間
に
つ
い

て
は
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６
６
へ
）

▼
お
花
見
茶
会　

■日
４
月
18
日
○土
・
19
日
○日

正
午
〜
午
後
３
時　

■場
荘
内
神
社
境
内　

■費

４
０
０
円　

■
前
売
り
券
取
扱
い　

鶴
岡
市

観
光
案
内
所
、
本
所
観
光
物
産
課
、
荘
内
神

社
、
致
道
博
物
館
、
出
羽
庄
内
国
際
村
、
鶴

岡
商
工
会
議
所　

■他
和
菓
子
作
り
体
験
、
人

力
車
で
お
花
見
等
の
イ
ベ
ン
ト
あ
り（
有
料
）

▼
短
歌
大
会　

■
兼
題　

鶴
岡
公
園
の
桜

■
応
募
作
品　

１
人
１
首
（
未
発
表
作
品
）

■
各
賞　

秀
作
３
首
、
佳
作
５
首　

■申
４
月

30
日
○木
ま
で
申
込
書
を
本
所
観
光
物
産
課
ま

た
は
荘
内
神
社
前
の
投
稿
箱
へ　

■他
HP

あ
つ
み
温
泉
・
温
海
川
河
畔 

夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
４
月
中
旬
〜
下
旬
の
日
没
〜
午
後
11
時

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

開
園
時
は
の
ぼ
り
旗
が
あ
り
ま
す 

下
田
沢
か
た
く
り
園

■日
４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬　

■問
朝
日
庁
舎
産

業
課
☎
内
線
３
５
１　

■他
市
HP

い
で
は
文
化
記
念
館 

出
羽
三
山
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
展

■日
４
月
16
日
○木
〜
６
月
21
日
○日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学
生
…

２
０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

全
国
か
ら
ク
ラ
フ
ト
作
家
30
人
が
集
い
、展
示
・
販
売 

ク
ラ
フ
ト
３
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

■日
４
月
18
日
○土
〜
20
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
18
日
は
午
前
11
時
か
ら
、
20
日
は
午

後
３
時
ま
で
）　

■場
・
■問
く
ら
ふ
と
松
ヶ
岡

こ
ぅ
で
ら
い
ね
☎
62
‐
２
８
８
８

あ
つ
み
温
泉
体
験
工
房 

「
遊
っ
た
り
や
」
オ
ー
プ
ン

■日
４
月
18
日
〜
11
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
予
約
す

れ
ば
平
日
可
）　

■内
し
な
織
の
し
お
り
・
ハ
ー

ブ
せ
っ
け
ん
作
り
、
し
な
織
や
手
作
り
小
物

の
展
示
・
販
売
等　

■費
２
０
０
円
か
ら　

■問

出
羽
商
工
会
温
海
支
所
☎
43
‐
２
４
１
１
ま

た
は
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

旬
の
山
菜
を
中
心
に
地
元
農
産
物
を
販
売 

し
ゃ
り
ん
旬
菜
ま
つ
り
・
山
菜
ま
つ
り

■日
旬
菜
ま
つ
り
…
４
月
19
日
○日　

山
菜
ま
つ

り
…
５
月
２
日
○土
〜
６
日
○水　

■時
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時　

■場
・
■問
道
の
駅
「
あ
つ

み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

琵
琶
・
鼓
演
奏
会

■日
４
月
19
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
江
鶴
亭　

■定
先
着
50
人　

米
沢
陽
子
＆
渡
部
由
美
子 

天
主
堂
ス
プ
リ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
〜
鳴
り
響
く
風
の
歌
〜

■日
４
月
19
日
○日
午
後
２
時　

■場
鶴
岡
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
天
主
堂　

■費
大
人
…
２
、
０
０
０

円　

高
校
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円　

全
国
か
ら
集
っ
た
１
５
０
人
の
作
家
の
独
創
的
な
作
品
を
展
示
・
販
売 

鶴
岡
ク
ラ
フ
ト
・
フ
ェ
ア
in
小
真
木
原

■日
４
月
25
日
○土
・
26
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時　

■場
小
真
木
原
公
園　

庄
内
コ
ン

■日
４
月
26
日
○日
午
後
４
時　

■場
鶴
岡
銀
座
商

店
街
の
飲
食
店
等　

■対
20
歳
以
上
の
未
婚
の

男
女
各
１
０
０
人　

■費
男
性
…
５
、
５
０
０

円　

女
性
…
３
、
５
０
０
円
（
当
日
は
各
１
、

０
０
０
円
増
し
）　

■申
HP
の
申
込
み
フ
ォ
ー

ム　

■問G
ood Luck C

afe

☎
25
‐
１
９

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
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　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111



19 広報つるおか　2015 . 4 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

０
１森

敦
自
筆
原
稿
寄
贈
記
念 

企
画
展
示
・
講
演
会

▼
企
画
展
示　

■日
４
月
28
日
○火
〜
６
月
21
日

○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時　

▼
講
演
会　

■日
５
月
10
日
○日
午
後
1
時
30
分

■定
先
着
１
０
０
人　

■師
森
富
子
氏
（
作
家
）、

井
上
明
芳
氏
（
國
學
院
大
学
准
教
授
）　

■申

４
月
１
日
○水
か
ら　

▼
共
通　

■場
図
書
館
本
館　

■申
社
会
教
育
課　

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
８

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鶴
岡 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

■日
４
月
29
日
○水
午
前
７
時
30
分　

■場
湯
の
浜

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ　

■費
２
、
０
０
０
円　

運
営
が
市
か
ら「
海
の
駅
ゆ
ら
」に
変
わ
り
ま
し
た 

海
の
駅
ゆ
ら
海
洋
つ
り
堀
オ
ー
プ
ン

■日
４
月
29
日
○水
〜
10
月
12
日
○月
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
火
曜
日
休
み
）　

■費
大
人
…
１
、

１
０
０
円
（
入
場
の
み
は
１
０
０
円
）　

中

学
生
以
下
…
５
５
０
円　

■問
同
つ
り
堀
☎
73

‐
２
６
６
６　

■他
さ
お
・
餌
の
持
込
み
禁
止

鼠
ケ
関
大
漁
旗
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
５
月
３
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■場

鼠
ケ
関
港　

■内
鮮
魚
販
売（
午
前
10
時
）、
鼠

ケ
関
辨
天
太
鼓
上
演
、
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

（
■定
先
着
３
０
０
人　

■費
５
０
０
円
）、
魚
の

つ
か
み
取
り
（
小
学
生
限
定
）、
エ
ビ
汁
や

イ
カ
の
一
夜
干
し
等
の
出
店
等　

■問
温
海
庁

舎
産
業
課
☎
43
‐
４
６
１
６
ま
た
は
山
形
県

漁
協
念
珠
関
総
括
支
所
☎
44
‐
２
１
０
０
へ

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

春
の
例
大
祭
奉
納
上
演 

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎

■日
５
月
３
日
○日
午
後
２
時
〜
５
時　

■場
山
五

十
川
古
典
芸
能
伝
承
館　

■内
山
戸
能
…
座
揃

囃
子
、
恋
慕
の
舞
、
式
三
番
、
番
能
「
羽
衣
」

山
五
十
川
歌
舞
伎
…「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」吉

田
社
頭
車
曳
の
場　

■問
山
五
十
川
公
民
館
☎

45
‐
２
９
４
９

刑
事
裁
判
傍
聴
、裁
判
手
続
き
・
裁
判
員
制
度
の
説
明
等 

山
形
地
方
裁
判
所
鶴
岡
支
部
・
裁
判
所
見
学
会

■日
５
月
14
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■定
30
人

■場
・
■申
同
支
部
庶
務
課
☎
23
‐
６
６
６
６

も
う
そ
う
汁
、あ
つ
み
温
泉
旅
館
で
入
浴
も
楽
し
め
る 

温
海
嶽
開
山
祭
・
ブ
ナ
の
森
登
山
会

■日
５
月
17
日
○日
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分
（
湯
温
海
地
区
熊
野
神
社
集
合
）　

■定

50
人　

■費
１
、
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無

料
）　

■申
５
月
８
日
○金
ま
で
あ
つ
み
観
光
協

会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

東
田
川
文
化
記
念
館 

明
治
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

土
曜
会
コ
ン
サ
ー
ト

■日
５
月
24
日
○日
午
後
２
時　

■費
１
、
０
０
０

円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■場
・
■
チ
ケ
ッ

ト
取
扱
い　

同
館
☎
64
‐
２
５
３
７

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

春
の
新
規
会
員
大
募
集

▼
プ
ー
ル
コ
ー
ス　

■日
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
イ

ミ
ン
グ
…
土
曜
日
午
後
６
時
30
分
（
初
回
４

月
４
日
○土
）　

腰
痛
・
肩
こ
り
解
消
ス
イ
ミ

ン
グ
…
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
（
初
回
４
月

８
日
○水
）　

健
康
早
朝
水
中
運
動
…
土
曜
日

午
前
６
時
（
初
回
５
月
２
日
○土
）

▼
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス　

硬
式
テ
ニ
ス
、
陸
上
、

キ
ッ
ズ
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
等

▼
大
人
コ
ー
ス　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ヨ
ー
ガ
、

自
彊
術
、
社
交
ダ
ン
ス
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓

球
、
楽
ら
く
健
康
体
操
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
等

▼
共
通　

■問
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１

３
１　

■他
無
料
体
験
可

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
４
月
13
日
○月
午
後
７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

４
月
７
日
○火
午
後
２
時
、
８
日
○水
午
後
７
時
、

15
日
○水
午
後
２
時
・
７
時
、
23
日
○木
午
後
２

時
、
24
日
○金
午
後
７
時
、
30
日
○木
午
後
２
時

（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会　

■日
４
月

17
日
○金
午
後
７
時
）

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

４
月
９
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
４
月
14
日
○火
午
後
２
時
30
分
、

17
日
○金
午
後
７
時
、
28
日
○火
午
後
２
時
30
分
、

５
月
１
日
○金
午
後
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
者
証
は
４
施
設
共
通

極
真
田
畑
道
場
鶴
岡
東 

極
真
カ
ラ
テ
無
料
体
験
会

■日
４
月
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時　

■場
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
楽
以
歩　

■対
幼
児
〜
60
代
の

方　

■申
会
場
で
常
時　

■他
HP

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
教
室 

受
講
生
募
集

■日
４
月
13
日
〜
11
月
16
日
の
毎
週
月
曜
日
午

後
７
時
30
分　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

■対
小
学
生
以
上　

■費
月
額
５
０
０
円
（
別
途

保
険
料
）　

ナ
イ
タ
ー
・
レ
デ
ィ
ー
ス 

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
レ
デ
ィ
ー
ス　

■日
４
月
14
日
〜
10
月
27
日

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時　

■定
先
着
30
人　

■費
年
額
１
万
円

▼
ナ
イ
タ
ー　

■日
４
月
15
日
〜
10
月
28
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分　

■定
先
着
１
３

０
人　

■費
年
額
１
万
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

■申

受
講
料
を
添
え
て
練
習
日
に
会
場
へ　

■問
ホ

ン
マ
ス
ポ
ー
ツ
☎
22
‐
０
４
６
７

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
水
芭
蕉
の
松
ケ
岡
を
巡
る　

■日
４
月
19
日

○日
午
前
８
時
30
分
（
送
迎
バ
ス
小
真
木
原

公
園
正
面
ゲ
ー
ト
発
）　

■場
松
ケ
岡
↓
高
寺

↓
三
軒
屋
↓
猪
俣
新
田
↓
起
点
（
約
12
㎞
）　

■定
１
５
０
人　

■費
１
、
１

０
０
円（
現
地
集
合〈
午
前

９
時
・
松
ヶ
岡
開
墾
場
駐

車
場
〉は
１
、
０
０
０
円
）

■持
コ
ッ
プ
、
お
わ
ん
、
箸　

■申
４
月
６
日
○月
〜
13
日
○月
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▼
赤
川
土
手
お
花
見
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク　

■日

４
月
25
日
○土
午
後
６
時
（
送
迎
バ
ス
小
真
木

原
公
園
正
面
ゲ
ー
ト
発
）　

■場
桜
ハ
ウ
ス
あ

か
が
わ
↓
赤
川
左
岸
土
手
（
お
花
見
散
策
）

↓
羽
黒
橋
↓
右
岸
土
手
↓
三
川
橋
↓
起
点

（
約
５
㎞
）　

■定
１
０
０
人　

■費
１
、
０
０
０

円
（
現
地
集
合〈
午
後
６
時
20
分
・
桜
ハ
ウ
ス

あ
か
が
わ
駐
車
場
〉は
９
０
０
円
）　

■持
懐
中

電
灯
、
コ
ッ
プ　

■申
４
月
10
日
○金
〜
20
日
○月

▼
西
目
大
佛
荒
倉
を
訪
ね
て　

■日
４
月
29
日

○水
午
前
８
時
45
分
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所

発
）　

■場
東
源
寺
↓
荒
倉
山
↓
荒
倉
神
社
↓

金
山
公
民
館（
約
７
㎞
）　

■定
１
５
０
人　

■費

１
、０
０
０
円（
現
地
集
合〈
午
前
９
時
15
分
・

金
山
公
民
館
〉
は
９
０
０
円
）　

■持
コ
ッ
プ
、

お
わ
ん
、
箸　

■申
４
月
15
日
○水
〜
22
日
○水

▼
ふ
じ
の
花
ま
つ
り
ウ
ォ
ー
ク　

■日
５
月
16

日
○土
午
前
９
時
30
分
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本

所
発
）　

■場
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

↓
藤
島
駅
↓
藤
島
倉
庫
↓
六
所
神
社
↓
藤
島

城
址し

↓
東
田
川
文
化
記
念
館
↓
起
点
（
約
７

㎞
）　

■定
１
０
０
人　

■費
１
、０
０
０
円
（
現

地
集
合
〈
午
前
10
時
・
同
セ
ン
タ
ー
〉
は
９

０
０
円
）　

■持
コ
ッ
プ　

■申
４
月
24
日
○金
〜

５
月
８
日
○金

▼
共
通　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業
。
小
学

生
以
下
保
護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
は
要
予
約

合
併
10
周
年
記
念
事
業 

「
つ
る
お
か
コ
ン
プ
リ
ー
ト
」で
歩
く
習
慣
を

 

「
て
く
て
く
健
康
里
山
あ
る
き
」
等
の
事
業

で
実
施
し
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対

象
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
と
、
ス
タ
ン
プ
が
も

ら
え
ま
す
。
全
25
コ
ー
ス
の
う
ち
、
各
地
域

（
鶴
岡
・
藤
島
・
羽
黒
・
櫛
引
・
朝
日
・
温
海
）

１
コ
ー
ス
ず
つ
参
加
し
、
全
地
域
の
ス
タ
ン

プ
を
集
め
た
方
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

健
康
・
体
力
づ
く
り
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
、
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
る
き
っ
か

け
と
し
て
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

50
万
歩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に 

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

５
月
〜
８
月
に
歩
い
た
歩
数
を
「
50
万
歩

挑
戦
ノ
ー
ト
」
に
記
録
し
、
50
万
歩
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。
歩
く
コ
ー
ス
は
自
由
。
達
成

者
に
は
達
成
賞
を
贈
呈
し
ま
す
の
で
、
９
月

１
日
○火
〜
30
日
○水
に
、
ノ
ー
ト
を
ス
ポ
ー
ツ

課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
ノ
ー
ト
配
布
窓
口　

ス
ポ
ー
ツ
課
、
本
所

国
保
年
金
課
・
長
寿
介
護
課
、
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）、
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
、
鶴

岡
地
域
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、藤
島
・

羽
黒
体
育
館
、
櫛
引
・
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

慶
應
義
塾
大
学 
か
ら
だ
館
健
康
大
学 

健
康
は
お
腹
か
ら 
腸
内
細
菌
の
ひ
み
つ

■日
・
■場
・
■師
講
義
編
…
４
月
23
日
○木
午
後
１

時
30
分
・
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
村
上

慎
之
介
氏
〈
慶
應
義
塾
大
学
政
策
・
メ
デ
ィ

ア
研
究
科
博
士
課
程
〉）　

調
理
編
…
28
日
○火

午
前
10
時
・
女
性
セ
ン
タ
ー
（
小
川
豊
美
氏

〈
管
理
栄
養
士
〉）　

■定
16
人　

■費
５
０
０
円

（
全
２
回
分
）　

■申
同
館
☎
29
‐
０
８
０
６

市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会

■日
５
月
10
日
○日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
公

園
い
こ
い
の
広
場　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申

４
月
24
日
○金
ま
で
同
大
会
事
務
局

４
チ
ー
ム
ず
つ
で
の
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

鶴
岡
モ
ー
ニ
ン
グ
野
球
大
会

■日
５
月
18
日
○月
か
ら　

■費
１
万
３
、
０
０
０

円
（
開
会
式
後
の
懇
親
会
費
含
む
）　

■申
小

真
木
原
野
球
場
に
あ
る
申
込
み
用
紙
に
参
加

料
を
添
え
て
、
４
月
23
日
○木
・
24
日
○金
午
後

５
時
〜
７
時
に
同
球
場
へ

元
気
も
り
も
り
地
域
出
前
講
座 

〜
地
域
で
つ
く
る
元
気
な
ま
ち
〜

■
回
数　

5
回
（
週
1
回
開
催
。
日
程
は
要

相
談
）　

■場
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
や
公
民
館
等　

■対
講
座
終
了
後
も
週
１
回

程
度
、
体
操
等
を
継
続
で
き
る
町
内
会
や
自

治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
団
体
（
10
か
所
）

■内
健
康
運
動
指
導
士
、保
健
師
、管
理
栄
養
士

等
に
よ
る
体
操
、脳
ト
レ
、介
護
予
防
の
講
話　

■申
４
月
20
日
○月
ま
で
鶴
岡
市
高
齢
者
交
流
セ

ン
タ
ー
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
３
２
へ

１
に
運
動 

２
に
食
事 

し
っ
か
り
禁
煙 

毎
年
健
診 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

夜
コ
ー
ス

■日
５
月
26
日
○火
、
６
月
４
日
○木
・
16
日
○火
〜

19
日
○金
（
17
日
○水
を
除
く
）
の
い
ず
れ
か
１

日
・
25
日
○木
、
７
月
９
日
○木
・
23
日
○木
、
８

月
６
日
○木
・
20
日
○木
午
後
７
時
（
全
８
回
）

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
昭
和
21
年
４

月
２
日
〜
51
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
50
人　

①
肥
満
解

消
の
た
め
に
減
量
し
た
い
方　

②
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が

23
〜
30
の
方
ま
た
は
腹
囲
が
85
㎝
以
上
の
男

性
、
90
㎝
以
上
の
女
性
（
医
師
か
ら
運
動
を

禁
止
さ
れ
て
い
る
方
は
除
く
。
服
薬
中
の
方

は
医
師
に
要
相
談
）　

③
同
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
た
こ
と
が
な
い
方　

■内
健
康
度
・
形
態

測
定
、
運
動
実
技
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ソ
フ

ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
等
）、健
康
学
習
（
食
生
活
や
運

動
、
体
の
仕
組
み
等
）、
生
活
習
慣
に
関
す

る
個
別
相
談　

■費
１
、
２
２
０
円　

■申
４
月

28
日
○火
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
７
０
へ　

■他

９
月
開
始
の
午
前
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
市
HP

持
久
走
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■日
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
30
分
、
毎
週
土
曜

日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
陸
上
競
技
場

■対
小
・
中
学
生
（
中
学
生
は
要
問
合
せ
）　

■費
月
額
５
０
０
円
（
別
途
保
険
料
１
、
４
５

０
円
）　

■問
陸
上
競
技
協
会　

■他
HP

鶴
岡
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
団
員
募
集

■日
・
■場
毎
週
土
曜
日
午
後
７
時
…
小
真
木
原

野
球
場
屋
内
練
習
場　

平
日
午
後
７
時
30
分

（
週
１
回
）
…
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■対

小
学
生
以
上

鶴
岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ 

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
Ａ 

会
員
募
集

■日
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時　

■場
共
用
体
育
館

（
旧
鶴
岡
家
政
高
校
）　

■対
小
・
中
学
生　

■費

月
額
１
、
５
０
０
円
（
別
途
登
録
料
１
、
０

０
０
円
・
保
険
料
８
０
０
円
）　

■申
初
回
練

習
日
の
４
月
10
日
○金
午
後
７
時
に
会
場
へ
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（
■持
印
鑑
）

力
や
体
力
に
関
係
な
く
誰
で
も
で
き
ま
す 

鶴
岡
市
少
林
寺
拳
法
会
会
員
募
集

■他
練
習
日
時
・
会
場
は
要
問
合
せ

朝
暘
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

■日
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
土
曜
日
午
後
７
時

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
小
学
生
以
上　

■費
３
、

０
０
０
円　

■他
見
学
可

庄
内
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

教
室
会
員
募
集

■日
毎
週
日
曜
日
、
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
午

前
９
時　

■場
同
教
室
練
習
場
（
三
川
町
）

■対
５
歳
〜
高
校
生　

■費
月
額
１
、
０
０
０
円　

心
身
の
修
練
と
基
礎
運
動
能
力
の
向
上
等
に 

躰
道
教
室 

無
料
体
験
入
門（
１
か
月
）

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
幼
児
〜
青
少
年　

■申
会
場
で
常
時

県
立
高
校
の
体
育
施
設
を 

開
放
し
ま
す

▼
加
茂
水
産
高
校
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
）　

■日
５
月
〜
来
年
２
月
の
火
曜
・
木
曜
日
午
後

７
時
〜
９
時　

■費
ア
リ
ー
ナ
全
面
…
３
、
７

９
０
円　

ア
リ
ー
ナ
半
面
…
１
、
８
９
０
円　

▼
共
用
体
育
館〈
旧
鶴
岡
家
政
高
校
〉（
ア
リ

ー
ナ
、
卓
球
場
）　

■日
５
月
〜
来
年
３
月
の

火
曜
・
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時　

■費
ア
リ

ー
ナ
全
面
…
５
、
７
０
０
円　

ア
リ
ー
ナ
半

面
…
１
、
８
９
０
円　

卓
球
場
…
９
４
０
円　

▼
共
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
〈
市
内
新
形
町
、錦
町
〉

■日
５
月
〜
11
月
の
平
日
午
後
３
時
ま
で
（
要

相
談
）　

■費
１
、
８
９
０
円　

▼
共
通　

■対
通
年
利
用
す
る
10
人
以
上
の
団

体　

■
使
用
可
能
な
種
目　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
等　

■申
４
月
９
日

○木
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

子
育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
４
月
14
日
○火

午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住

で
平
成
26
年
11
月
・
12
月

生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
、
初
め
て
出
産

を
迎
え
る
妊
婦　

■内
触
れ

合
い
遊
び
、
お
茶
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
４
月

10
日
○金
ま
で

▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育

て
案
内
講
座　

■日
４
月
16
日
○木
午
前
10
時

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
未
就
学
児
が
い
る
転
入

家
庭
の
親
子
先
着
10
組　

■内
子
育
て
情
報
の

紹
介　

■申
４
月
14
日
○火
ま
で　

■他
託
児
あ
り

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
４
月
23
日
○木
午
前

10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
で
平

成
26
年
４
月
〜
10
月
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者　

■内
触
れ
合
い
遊
び
、
歌
と
体

操　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
４
月
20
日
○月
ま
で

▼
あ
そ
び
の
広
場〝
春
〞　

■日
４
月
21
日
○火
午

前
10
時　

■場
小
真
木
原
公
園
南
多
目
的
広
場

（
雨
天
時
は
朝
暘
武
道
館
）　

■対
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者
１
２
０
組　

■内
大
型
遊
具
遊
び
、

し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び
、
触
れ
合
い
遊
び
等

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼「
す
く
す
く
広
場
」〜
元
気
い
っ
ぱ
い
！
い

っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
!!
〜　

■日
４
月
14
日
〜

来
年
３
月
８
日
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
30

分　

■対
幼
児
と
そ
の
付
添
い
の
方　

■内
手
遊

び
、
体
操
、
ゲ
ー
ム
、
簡
単
な
工
作
等
（
主

に
２
歳
児
向
け
）　

■費
初
回
の
み
50
円

▼
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
よ
う
!!

■日
４
月
25
日
○土
午
前
10
時　

■対
小
学
生
先
着

18
人　

■費
５
０
０
円　

■申
４
月
15
日
○水
ま
で

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
竹
を
使
っ

て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
に
挑
戦
☆
」　

■日

４
月
26
日
○日
午
後
１
時　

■対
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
先
着
24
人　

■費
１
人
１
５
０
円　

■申

４
月
11
日
○土
か
ら

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
こ
ど
も
生
花
教
室　

■日
５
月

９
日
○土
、
６
月
６
日
○土
、
７
月
18
日
○土
、
９

月
５
日
○土
、
10
月
17
日
○土
、
11
月
７
日
○土
、

12
月
５
日
○土
午
後
１
時
30
分
（
全
７
回
）

■対
小
学
２
年
〜
６
年
生
15
人
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
選
考
。
前
年
度
参
加
者
優
先
）

■費
１
回
４
５
０
円　

■申
４
月
13
日
○月
〜
23
日

○木　

■他
花
器
・
は
さ
み
は
貸
し
出
し
ま
す

▼
ご
協
力
の
お
願
い　

鶴
岡
市
子
ど
も
ま
つ

り
（
５
月
17
日
○日
）
の
ち
ら
し
プ
ー
ル
で
使

う
ち
ぎ
り
チ
ラ
シ
（
３
㎝
四
方
）
を
、
５
月

１
日
○金
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

ま
ん
ま
ル
ー
ム
４
月
の
講
座 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

■日
４
月
24
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■対
生
後
２

か
月
〜
７
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者　

■師
上
野
和
佳
氏
（
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■場
・
■問
同

ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ 

公
開
工
作
教
室 

マ
ル
チ
ス
チ
ロ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー
を
作
ろ
う
!!

■日
４
月
25
日
○土
午
前
９
時　

■場
秋
山
鉄
工
㈱

日
本
国
工
場　

■対
小
学
４
年
〜
６
年
生
と
そ

の
保
護
者
先
着
10
組　

■申
４
月
６
日
○月
〜
17

日
○金
に
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐

４
８
６
５
へ

南
部
児
童
館

▼
小
学
生
集
ま
れ
!!
し
ゃ
ぼ
ん
玉
で
遊
ぼ
う

！　

■日
４
月
25
日
○土
午
後
２
時　

■場
同
児

童
館　

■内
人
が
入
れ
る
し
ゃ
ぼ
ん
玉
な
ど

▼
自
然
体
験
活
動
「
春
爛
漫
！
森
で
遊
ぼ
う

in
創
造
の
森
」　

■日
５
月
９
日
○土
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
（
同
児
童
館
集
合
）　

■場
創
造

の
森
交
流
館　

■対
小
学
生
先
着
20
人　

■内
森

林
散
策
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
ハ
ン
モ
ッ

ク
遊
び
、
豚
汁
作
り　

■師
齋
藤
安
和
氏
（
環

境
省
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）　

■費
１
０
０
円　

■申
４
月
３
日
○金
か
ら

▼
共
通　

■申
同
児
童
館
☎
64
‐
１
９
０
０

「
植
え
る
・
刈
り
取
る
・
食
べ
る
」米
作
り
を
中
心
に
体
験
学
習 

わ
ん
ぱ
く
農
業
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■日
５
月
〜
11
月
の
土
曜
日
午
前
（
月
１
回
）　

■場
山
大
農
学
部
附
属
や
ま
が
た
フ
ィ
ー
ル
ド
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科
学
セ
ン
タ
ー　

■対
市
内
、
三
川
町
ま
た
は

庄
内
町
に
在
住
の
小
学
３
年
〜
６
年
生
と
そ

の
保
護
者
30
組
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

せ
ん
）　

■費
７
０
０
円　

■申
５
月
１
日
○金
ま

で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６
へ　

■他
市
HP

親
子
で
自
由
に
創
作
活
動
が
で
き
る
場
所
で
す 

親
子
で
す
ご
す〝
キ
ッ
ズ
ア
ト
リ
エ
〞

■日
毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
12

月
12
日
○土
は
休
み
）　

■対
幼
児
〜
小
学
校
低

学
年
の
子
供
と
そ
の
保
護
者　

■場
・
■問
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０

妊
娠
し
た
ら
… 

パ
パ
・
マ
マ
教
室

■日
５
月
10
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■定
先
着

25
組　

■内
夫
婦
で
体
験
（
赤
ち
ゃ
ん
の
心
音

を
聞
い
て
み
よ
う
、
妊
婦
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
お
風
呂
入
れ
）、
講
話
「
妊
娠
中
か
ら

の
心
が
け
」
産
婦
人
科
医
師　

■持
母
子
健
康

手
帳　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線

３
７
３施

設
の
催
し

創
造
の
森
交
流
館

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
４
月
４
日
○土
、

５
月
２
日
○土
、
６
月
６
日
○土
午
前
９
時
30
分

■場
同
館　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
・
基
本
練
習
（
３
〜
５

㎞
）　

■日
４
月
11
日
○土
午
前
10
時
（
同
館
集

合
）　

■師
阿
部
安
夫
氏（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
公
認
指
導
員
） 　

■申
４
月
６
日
○月
ま
で

▼
初
め
て
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ　

■日
４

月
18
日
○土
午
前
９
時
（
同
館
集
合
）　

■定
20

人　

■師
太
田
威
氏
（
写
真
家
）　

■持
双
眼
鏡
、

携
帯
食　

■申
４
月
16
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
・
春
の
展
示　

■日
４

月
９
日
○木
〜
６
月
28
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分　

■内
市
所
蔵
の
美
術
作
品
の
展
示

▼
鶴
岡
市
合
併
・
市
制
施
行
10
周
年
・
開
館

10
周
年
記
念 

兄
弟
都
市
交
流
・
特
別
展
覧

会 

鹿
児
島
市
立
美
術
館
収
蔵
作
品
展
‐
近

代
絵
画
と
鹿
児
島
を
め
ぐ
る
美
術
‐　

■日
４

月
25
日
○土
〜
５
月
25
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分
（
金
曜
・
土
曜
日
は
午
後
６
時
30

分
ま
で
。
入
場
は
閉
場
の
30
分
前
ま
で
）

■費
大
人
…
７
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…

５
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■他
４
月

25
日
○土
午
後
２
時
に
鹿
児
島
市
立
美
術
館
学

芸
員
の
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
、５
月
９
日
○土
・
23
日

○土
午
後
２
時
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催

▼
個
人
制
作
の
た
め
の
〝
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ

エ
〞　

■日
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
午
後
１
時

〜
５
時　

■対
中
学
生
以
上　

■費
２
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
里
山
を
歩
こ
う　

■日
①
４
月
11
日
○土
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
２
時　

②
26
日
○日
午
前
８

時
〜
午
後
２
時
（
小
真
木
原
公
園
中
央
駐
車

場
集
合
）　

■場
①
旧
加
茂
ト
ン
ネ
ル
↓
油
戸　

②
油
戸
↓
荒
倉
山
↓
由
良　

■定
各
日
先
着
25

人　

■持
携
帯
食
、
昼
食　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
①
４
月
９
日
○木
ま
で　

②
24
日
○金
ま
で

▼
み
ず
ば
し
ょ
う
茶
会　

■日
５
月
２
日
○土
〜

５
日
○火
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■場
同
セ
ン

タ
ー　

■定
各
日
先
着
40
人　

■費
５
０
０
円

▼
み
ど
り
の
日
記
念
・
花
の
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト

■日
５
月
４
日
○月
午
前
10
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー

■定
先
着
１
０
０
人　

▼
て
く
て
く
観
察
会　

■日
５
月
４
日
○月
午
前

10
時
30
分
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）

▼
よ
も
ぎ
餅
つ
き　

■日
５
月
５
日
○火
午
前
11

時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
１
０
０
人

■持
器
、
箸

▼
春
を
五
感
で
楽
し
も
う　

■日
５
月
９
日
○土

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集

合
）　

■定
先
着
25
人　

■師
芳
賀
竹
志
氏
（
月

山
ガ
イ
ド
協
会
会
長
）　

■持
携
帯
食
、
採
取

袋
、
箸
、
お
わ
ん
等　

■費
７
０
０
円
（
子
供

無
料
）　

■申
５
月
7
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

▼
か
た
く
り
園　

■日
４
月
中
旬
〜
下
旬

▼
庄
内
の
昆
虫
展　

■日
４
月
25
日
○土
〜
６
月

14
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■費
大
人
…

４
０
０
円　

小
・
中
学
生
、幼
児
…
１
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■問
同
博
物
村
☎
53
‐
３
４
１

１
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■日
健
康
相
談
…
４
月
９
日
○木
・
16
日
○木
・
23

日
○木
午
後
１
時
30
分　

水
香
お
ど
り
…
４
月

６
日
○月
・
13
日
○月
・
20
日
○月
・
27
日
○月
午
前

９
時
30
分　

編
物
教
室
…
４
月
13
日
○月
・
27

日
○月
午
後
１
時
30
分　

な
ご
み（
お
茶
）…
４

月
７
日
○火
・
14
日
○火
・
21
日
○火
・
28
日
○火
午

前
９
時
30
分　

茶
の
湯
…
４
月
10
日
○金
・
17

日
○金
・
24
日
○金
午
前
９
時
30
分　

■場
・
■問
同

セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０
６
６

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
ほ
と
り
あ
散
策
会　

■日
４
月
11
日
○土
、
５

月
２
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■定
各
日
10
人

■費
１
０
０
円

▼
ば
ん
け
茶
作
り　

■日
４
月
11
日
○土
午
後
１

時
30
分　

■定
15
人　

■費
１
０
０
円

▼
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
く
ん
せ
い
作
り　

■日
５
月

３
日
○日
午
前
10
時　

■定
20
人　

■費
５
０
０
円

▼
い
き
も
の
み
っ
け　

■日
５
月
４
日
○月
午
前

10
時
、
午
後
１
時　

■費
１
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

講
座
・
講
習
会

出
羽
商
工
会 

経
営
計
画
作
成
支
援
セ
ミ
ナ
ー

■日
・
■場
４
月
21
日
○火
…
同
商
工
会
櫛
引
支
所　

22
日
○水
…
同
商
工
会
本
所　

■時
午
後
１
時
30

分　

■対
同
商
工
会
会
員
、
起
業
を
考
え
て
い

る
方　

■申
同
商
工
会
本
所
☎
64
‐
２
１
３
０　

■他
参
加
者
は
個
別
相
談
会
（
■日
５
月
13
日
○水

午
前
10
時　

■場
同
商
工
会
本
所
）
に
参
加
可

出
羽
庄
内
国
際
村 

せ
か
い
の
台
所 

ウ
ガ
ン
ダ
料
理 

ク
ロ
ビ
ス
さ
ん
の
台
所

■日
４
月
25
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
ク
ロ
ビ
ス
・
バ
リ
ン
ダ
氏
（
ウ
ガ

ン
ダ
出
身
）　

■費
２
、
０
０
０
円　

■場
・
■申

４
月
４
日
○土
か
ら
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０
へ
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募
集

天
神
祭 

５
月
25
日
○月 

化
け
も
の
・
道
真
公 

募
集

▼
祭
り
の
主
役
・
化
け
も
の
に
な
ろ
う
！

当
日
、
衣
装
を
着
て
鶴
岡
天
満
宮
に
集
合
し
、

お
酒
や
ジ
ュ
ー
ス
を
受
け
取
っ
て
道
行
く
人

に
お
酌
を
し
ま
す　

■
衣
装
貸
出
し　

５
月

11
日
○月
か
ら
天
神
祭
準
備
室
（
市
役
所
東
庁

舎
）
で
貸
出
し　

■申
４
月
17
日
○金
か
ら
本
所

観
光
物
産
課
内
「
同
祭
実
行
委
員
会
」
事
務

局
☎
内
線
５
４
５
へ

▼
親
子
化
け
も
の
に
な
ろ
う

！　

■対
園
児
（
年
長
児
）
と

そ
の
保
護
者
２
人
１
組
（
先

着
60
組
）　

■申
鶴
岡
地
域
の

各
幼
稚
園
・
保
育
園
へ　

■他

お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

▼
祭
り
の
シ
ン
ボ
ル
・
菅
原

道
真
公
を
募
集
し
ま
す　

天
神
は
ん
く
ね
り

の
中
で
、
時
代
衣
装
を
着
て
練
り
歩
き
ま
す　

■対
昭
和
34
年
生
ま
れ（
数
え
年
57
歳〈
道
真
公

が
大
宰
府
に
配
流
さ
れ
た
と
き
の
年
齢
〉）の

男
性
で
、
約
１
・
５
㎞
を
歩
く
体
力
が
あ
る

方
１
人　

■申
４
月
22
日
○水
ま
で
同
事
務
局
へ

今
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
５
月
27
日
○水 

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
参
加
者
を
対
象
に
サ

ー
ビ
ス
（
フ
ァ
ー
ス
ト
ド
リ
ン
ク
無
料
等
）

を
提
供
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
と
参
加
者
増

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
お
店
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。
お
店

と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
鶴
岡
市
チ
ャ
レ
ン

餅
作
り
見
学
、
鼠
ケ
関
紅
エ
ビ
祭
り
で
魚
介

類
を
学
ぶ　

▽
11
月
21
日
○土
午
前
９
時
…
温

海
か
ぶ
の
ほ
場
見
学
、「
庄
内
お
ば
こ
サ
ワ

ラ
」
に
つ
い
て
学
び
味
わ
う　

▽
12
月
３
日

○木
午
前
８
時
30
分
…
餅
米
で
作
る
「
か
よ
あ

め
」
作
り
体
験
、
関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
見

学　

■定
先
着
20
人　

■費
９
、
５
８
０
円
（
昼

食
代
等
）　

■申
４
月
１
日
○水
〜
27
日
○月
に
温

海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
43
‐
４
４
１
１
へ

遊
佐
刺
し
子
教
室
in
庄
内
空
港

■日
４
月
〜
10
月
の
土
曜
日
午
前
10
時　

■定
20

人　

■費
月
額
３
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
庄
内

空
港
ビ
ル
☎
０
２
３
４
‐
92
‐
４
１
８
１

消
防
設
備
士
試
験

■日
５
月
30
日
○土　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
）　

■内
甲
種
及
び
乙
種
（
と
も
に
全

類
）　

■
申
請
期
間　

電
子
…
４
月
10
日
○金

〜
19
日
○日　

書
面
…
４
月
13
日
○月
〜
22
日
○水　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎

０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
HP
。
願

書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署

に
設
置危

険
物
取
扱
者
試
験

■日
６
月
21
日
○日
午
前　

■場
鶴
岡
工
業
高
校

■
申
請
期
間　

電
子
…
４
月
24
日
○金
〜
５
月

10
日
○日　

書
面
…
４
月
27
日
○月
〜
５
月
13
日

○水　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支

部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
HP
。

願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分

署
に
設
置

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
２
５
３
７

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
５
月
10
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
50
人　

■内
心
肺
蘇そ

生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含

む
）　

■費
２
０
０
円　

■申
４
月
10
日
○金
〜
５

月
１
日
○金
に
消
防
署
☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た

は
消
防
各
分
署
へ

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
資
格
取
得
準
備
講
座 

調
理
師
試
験
合
格
を
め
ざ
し
て

■日
５
月
12
日
〜
８
月
11
日
の
火
曜
・
金
曜
日

午
後
７
時
（
全
17
回
）　

■対
市
内
、
三
川
町
、

庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
で
、

２
年
以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
方
先
着
20

人　

■内
衛
生
法
規
、
公
衆
衛
生
学
、
栄
養
学
、

食
品
学
、
食
品
衛
生
学
、
調
理
理
論
、
食
文

化
概
論　

■費
１
万
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）　

■場
・
■申
４
月
６
日
○月
〜
24
日
○金
に
同
セ
ン
タ

ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験 

準
備
講
習
会

■内
・
■日
丙
種
…
５
月
15
日
○金　

乙
種
第
４
類

…
５
月
16
日
○土
・
17
日
○日
（
２
日
間
）　

■場

消
防
本
部　

■申
４
月
20
日
○月
〜
５
月
８
日
○金

に
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２
、
消

防
署
ま
た
は
消
防
各
分
署
へ

赤
か
ぶ
大
学
「
温
海
地
域
の
海
里

山
の
食
文
化
を
学
ぶ
。」（
全
５
回
）

■日
・
■内
▽
５
月
17
日
○日
午
前
９
時
30
分
…
早

田
孟も
う
そ
う宗
堀
り
体
験　

▽
６
月
25
日
○木
午
前
9

時
30
分
…
古
代
餅
作
り
体
験
、
玉
杉
見
学

▽
９
月
５
日
○土
午
前
８
時
30
分
…
べ
ろ
べ
ろ

手
話
に
興
味
が
あ
る
方
、学
び
た
い
方
、初
め
て
の
方
な
ど 

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

■日
４
月
25
日
〜
来
年
１
月
23
日
の
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
（
全
20
回
）　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
先
着
25
人　

■費
３
、
２
４
０
円　

■申
４
月

20
日
○月
ま
で
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
９
４
へ

東
田
川
文
化
記
念
館

▼
大
人
の
大
学「
ふ
じ
し
ま
楽
学
館
」　

■日
毎

月
第
２
金
曜
日
午
前
９
時
（
初
回
５
月
８
日

○金
。
８
月
・
来
年
１
月
は
休
み
）　

■場
同
館

等　

■対
庄
内
地
方
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
15

人　

■内
体
操
、
懐
か
し
い
遊
び
、
陶
芸
、
音

楽
鑑
賞
等　

■費
年
額
１
万
２
、０
０
０
円（
分

割
納
入
可
）　

■申
４
月
７
日
○火
〜
30
日
○木

▼「
山
形
学
」地
域
連
携
講
座
・
庄
内
文
化
の

底
流
を
探
る
パ
ー
ト
Ⅱ
（
全
５
回
）　

■日
・

■内
・
■師　

▽
５
月
16
日
○土
…
「
北
前
船
が
運

ん
だ
庄
内
文
化
」
渡
辺
暁
雄
氏
（
公
益
大
准

教
授
）　

▽
６
月
13
日
○土
…
「
庄
内
の
シ
シ

踊
り
」
菊
地
和
博
氏
（
東
北
文
教
大
学
短
期

大
学
部
教
授
）　

▽
９
月
26
日
○土
…
「
山
形

県
の
漁
業
と
加
茂
水
産
高
等
学
校
」
佐
藤
淳

氏
（
同
校
校
長
）　

▽
10
月
17
日
○土
…
「
本

間
家
と
荘
内
藩
主
酒
井
家
」
土
岐
田
正
勝
氏

（
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
理
事
）　

▽
31

日
○土
…
「
庄
内
平
野
の
農
業
用
水
と
雪
」
藤

井
秀
人
氏
（
山
大
農
学
部
食
糧
生
命
環
境
学

科
教
授
）　

■時
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■定

60
人　

■費
大
人
…
３
、５
０
０
円　

高
校
生
・

大
学
生
…
２
、５
０
０
円
（
別
途
昼
食
代
）

■申
４
月
７
日
○火
か
ら　

■他
各
回
現
地
研
修
あ

り
。
６
月
13
日
は
公
開
講
座（
■費
５
０
０
円
）

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　
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３
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備

士
の
免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

　

こ
れ
ら
の
免
状
は
10
年
に
１
回
、
写
真
の

書
換
え
が
必
要
で
す
。
ま
だ
書
換
え
を
し
て

い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎

０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１

朝
日
連
峰
周
辺
へ
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

朝
日
連
峰
周
辺
は
朝
日
山
地
森
林
生
態
系

保
護
地
域
と
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
走
行
に
よ

る
騒
音
や
樹
木
の
損
傷
は
、
貴
重
な
動
植
物

の
生
態
系
へ
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■問
東
北
森
林
管
理
局
朝
日
庄
内
森
林
生
態
系

保
全
セ
ン
タ
ー
☎
58
‐
１
７
３
０

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館 

臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
水
曜
日
休
館
で
す
が
、
４
月
29
日
○水

は
開
館
し
ま
す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
同
館
☎
29
‐
１
８
８

０　

旧
致
道
館
・
大
宝
館
…
社
会
教
育
課（
櫛

引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
８

県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財 

高
寺
八
講 

祭
礼
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

羽
黒
地
域
高
寺
地
区
に
伝
わ
る
「
高
寺
八

講
」
の
祭
礼
日
は
、
こ
れ
ま
で
５
月
８
日
で

し
た
が
、
今
年
か
ら
５
月
４
日
と
な
り
ま
す
。

■日
５
月
４
日
○月
午
後
２
時　

■場
雷
電
神
社

■問
羽
黒
町
観
光
協
会
☎
62
‐
４
７
２
７

は
閉
鎖
）　

■
募
集
区
画　

月
山
麓
11
‐
３

団
地
の
40
区
画　

■費
１
区
画（
約
１
０
０
㎡
）

１
万
円　

■申
㈱
ア
イ
デ
ィ
ア
内
同
団
地
利
用

組
合
事
務
局
☎
29
‐
６
１
８
８　

■他
HP

相
談
・
そ
の
他

眠
れ
な
い
日
が
続
く
、気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
出
な
い
な
ど 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

■日
４
月
10
日
○金
・
24
日
○金
、
５
月
８
日
○金
・

22
日
○金
、
６
月
12
日
○金
・
26
日
○金
午
後　

■定

各
日
２
人　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
４

少
し
の
勇
気
で
大
き
な
出
会
い
の
一
歩
を 

つ
る
お
か
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
結
婚
を
応
援

　

昨
年
度
、
本
市
が
認
定
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
結
婚
仲
人
さ
ん
「
つ
る
お
か
婚
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
が
、
４
月
か
ら
本
格
的
に
世
話
焼
き

活
動
を
し
ま
す
。
結
婚
に
関
す
る
相
談
、
お

相
手
紹
介
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
提
供
等
、

個
別
の
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

■問
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
８
６

日
本
赤
十
字
社
で
は
救
急
法
等
の

講
習
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す

■対
町
内
会
や
事
業
所
、
学
校
等
の
団
体　

■内

救
急
法
…
急
病
人
の
救
命
手
当
て
、
け
が
人

の
応
急
手
当
て　

水
上
安
全
法
…
水
の
事
故

時
の
救
助
・
手
当
て　

雪
上
安
全
法
…
ス
キ

ー
場
で
の
け
が
人
の
手
当
て　

健
康
生
活
支

援
講
習
…
健
や
か
な
高
齢
期
の
た
め
の
知

識
・
技
術　

幼
児
安
全
法
…
乳
幼
児
の
急
病
・

け
が
の
手
当
て　

■申
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１

は
ス
ポ
ー
ツ
課
に
設
置

古
い
作
品
ほ
ど
大
歓
迎
！ 

大
宝
館〝
１
０
０
年
の
写
真
〞募
集

■
応
募
作
品　

大
宝
館
が
写
っ
て
い
る
未
発

表
作
品
（
Ａ
３
サ
イ
ズ
以
内
。
撮
影
時
期
不

問
。
応
募
点
数
は
制
限
な
し
。
応
募
票
を
添

付
）　

■申
７
月
31
日
○金（
当
日
必
着
）ま
で
社

会
教
育
課（
櫛
引
庁
舎
）☎
57
‐
４
８
６
８
ま

た
は
大
宝
館
へ（
郵
送
は
同
課
へ
）　

■他
市
HP

ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
の
青
年
訪
問
団
の 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

■日
６
月
６
日
○土
〜
15
日
○月　

■
受
入
れ
条
件　

部
屋
・
食
事
（
朝
・
夕
）
の
提
供
、
出
羽
庄

内
国
際
村
へ
の
送
迎（
１
家
族
１
人
受
入
れ
）

■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他
条
件
に
満
た

な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
謝
礼
あ
り

河
川
管
理
に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

山
形
県
ふ
る
さ
と
の
川
愛
護
活
動
支
援
事
業

■内
県
が
管
理
す
る
河
川
・
海
岸
区
域
（
２
０

０
ｍ
以
上
の
区
間
）
の
美
化
活
動
（
清
掃
、

除
草
等
）　

■申
４
月
30
日
○木
ま
で
庄
内
総
合

支
庁
建
設
総
務
課
☎
66
‐
５
５
７
９
へ
（
団

体
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

県
営
住
宅
４
月
募
集

■
募
集
住
宅　

城
南
１
号
…
１
戸　

■申
４
月

６
日
○月
〜
10
日
○金
に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

市
民
農
園
「
月
山
レ
ン
タ
ル

フ
ァ
ー
ム
」
入
園
者
募
集

■
入
園
期
間　

４
月
〜
来
年
３
月
（
冬
期
間

ジ
デ
ー
実
行
委
員
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
補

塡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ

課
内
同
実
行
委
員
会
☎
25
‐
８
１
３
１
へ
。

「
鶴
岡
市
お
祭
り
ウ
ィ
ー
ク
」の
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ 

お
ぃ
や
さ
祭
り（
８
月
16
日
○日
）参
加
団
体
募
集

　

参
加
団
体
説
明
会
を
４
月
29
日
○水
午
後
７

時
に
山
王
日
枝
神
社
社
務
所
で
行
い
ま
す
。

■問
同
実
行
委
員
会
☎
25
‐
０
６
１
３ 

羽
黒
山
を
一
緒
に
案
内
し
ま
せ
ん
か 

い
で
は
観
光
ガ
イ
ド
の
会 
会
員
募
集

■内
羽
黒
山
周
辺
（
国
宝
五
重
塔
、
石
段
、
山

頂
等
）
の
ガ
イ
ド　

■申
羽
黒
町
観
光
協
会
☎

62
‐
４
７
２
７　

■他
年
齢
不
問

中
央
公
民
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

参
加（
者
）団
体
募
集

　

同
館
談
話
室
を
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、

無
料
（
白
布
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
は
実
費
）
で

貸
し
出
し
ま
す
（
作
品
の
販
売
は
禁
止
）。

■
展
示
期
間　

７
日
以
内　

■申
同
館
☎
25
‐

１
０
５
０

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の 

ご
案
内

　

ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
行
う
５

人
以
上
の
社
会
教
育
関
係
団
体
を
対
象
と
す

る
、
傷
害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、
共
済
見

舞
金
制
度
を
組
み
合
わ
せ
た
保
険
制
度
で
す
。

■
保
険
期
間　

４
月
1
日
○水
〜
来
年
３
月
31

日
○木　

■
受
付
期
間　

来
年
３
月
30
日
○水
ま

で　

■
掛
金　

８
０
０
円
か
ら　

■問
ス
ポ
ー

ツ
安
全
協
会
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
４

２
‐
８
３
２
１　

■他
加
入
に
必
要
な
書
類
等
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　クラゲッターズは今年で３年目を迎えます。クラ
ゲ学習会は旧水族館でも行っていましたが、入館者
が増え続け、館職員だけではなかなか手が回らない
状況でした。そのようなときに学習会を担当しても
らえないかと声を掛けられたのがきっかけです。メ
ンバーは５人。２人１組で学習会に臨んでいます。
　学習会では水族館レクチャールームを会場に、ク
ラゲをクイズや紙芝居等で解説し、クラゲの捕食や
発光の様子等を観察しています。授業や子供会・町
内会の催し等で利用され、昨年６月から今年３月ま
で合計74回行い、約2,500人が参加しました。参加
後、３回、４回と館へ足を運んでくれる方もいます。

　私たちは日頃から、誰でも興味や好奇心を持てる
ような教材作りや実験方法を考え、工夫しています。
例えば、クラゲの刺胞発射実験は、アカクラゲでは
なくミズクラゲの赤ちゃんを利用することで、簡単
に行えるようになりました。また、参加者の年齢は
子供からお年寄りまで幅広く、人数や参加回数も
様々です。「皆さんからクラゲを楽しく学んでもら
うために何ができるのか」をいつも考えています。
悩みも多く大変ですが、やりがいがありますね。
　クラゲを詳しく知ると見方も変わると思います。
何回来ても新しい発見がある加茂水族館を目指し、
これからもお手伝いをしていきたいと思います。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

クラゲを楽しく分かりやすく クラゲッターズ（鶴岡）

　クラゲの展示種類数・飼育数・展示水槽の大きさが世界一
の加茂水族館。同館ではクラゲの生態などを楽しく学んでも
らおうと、小学生以上を対象とした「クラゲ学習会」を行っ
ています。この学習会で先生役を務めるのは小学校や中学校
の元教諭で構成されるクラゲッターズ（クラゲ学習会学習支
援員）の皆さん。お話してくれたのは会長の阿部堯さんです。

鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾　
　
　
　
　
　
　

笹
巻
き
体
験
教
室

■日
４
月
10
日
○金
・
12
日
○日
午
前
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時
〜
午
後
１
時　

■定
各
日
先
着
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人　

■費
２
、
０
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
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、
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等　

■場
・
■申

各
日
１
週
間
ま
で
、
し
ら
い
自
然
館
内
「
鳥
海
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し
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春
の
市
民
茶
会

■日
４
月
19
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分　

■場
同
館　

■内
茶
会

（
二
席
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酒
田
の
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工
芸
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展
示　

■
前
売
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、
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館　
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当
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数
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も
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楯
山
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つ
り

■日
４
月
25
日
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４
時　

■場
同
園　
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ぶ
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等　

■
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売
り
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鳥
海
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前
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月
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午
前
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時
30
分　
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着
１
０
０
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■
競
技
方
法

　
餌
釣
り　

■費
中
学
生
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生
…
１
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月
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田
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所
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環
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配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ専門医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成27年２月28日現在）
　住民基本台帳人口合計：132,844人
　　 （男：63,303人、女：69,541人）
　世帯数：48,330世帯

→
メ
ー
ル
は

　
こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
こ
ち
ら
か
ら

献血　4/4 ～ 5/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
4．９○木 ９：00～10：30 鶴岡ガス㈱
11○土 10：00～11：30 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：00～16：00 　　　　〃
24○金 ９：00～11：00 消防本部
28○火 ９：30～11：30 市役所本所
〃 13：00～15：30 　　〃

今月の各種相談窓口開設日　４/4～5/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 14日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 24日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 21日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

朝日庁舎総務企画課☎内線410 21日○火13：30～15：30・朝日山村開発センター

温海庁舎総務企画課☎内線312 20日○月13：00～15：00・温海ふれあいセンター

［特設］登記相談（土地家屋調査士等） 本所市民課☎内線158 16日○木９：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 24日○金13：00～15：30・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00〃　　（就学に関すること）

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ（詳しくは本号９ページをご覧ください）


